
ライフデザイン総合学科
医療事務コース２年　岩男真那美さん
日本情報処理検定協会会長特別賞を受賞

『全８種目で一級を獲得』　
　ライフデザイン総合学科医療事務コース２年生の岩男真那美さんが日本情報処理検定協
会主催の検定試験（試験地：本学）において、全８種目で１級を取得し、会長特別賞を受
賞した。平成30年度は全国で40名しか受賞できておらず、岩男さんが41人目の快挙にな
る。（平成31年２月22日現在）
　岩男さんは入学した平成29年から７月に日本語ワープロ検定試験で１級を取得すると、

そこから次々と１級を取得していき、平成31年
２月に情報処理技能検定（データベース）で
１級を取得したことで、全８種目制覇ならびに
会長特別賞の受賞となった。
　高校生の時から授業を通してパソコンに深く
触れ始め、パソコンの楽しさを感じ始めた。
在籍していた高校では初となる全商５冠も達成
している。パソコンが出来ることがきっかけで、
親から医療事務を勧められ、本学への進学を
決めた。
　他にも本学在学中に第48回診療報酬請求事務
能力認定試験（試験地：九州大学伊都キャンパス、
合格率：41.6%）や第148回日商簿記検定試験
２級（試験地：宇佐市、合格率：29.6%）を
受験し、これにも一度で合格している。
　岩男さんは、地元の病院へ医療事務としての
就職が内定している。今後は別府溝部学園短期
大学で身に付けた技能を活かし、地域に貢献す
ることが期待される。

８ 冠 の 快 挙！！
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弓　　道　　部

水　　泳　　部

　
ハンドベル部

第42回全日本学生弓道女子王座決定戦　女子団体戦準優勝
第56回九州学生弓道選手権大会　女子団体戦・個人戦優勝
第66回全日本学生弓道選手権大会　女子団体戦全国ベスト２４
第30回全国大学弓道選抜大会出場
第78回九州学生選手権水泳競技大会　女子団体総合２位（過去最高順位）
第68回九州地区大学体育大会水泳競技大会　女子団体総合優勝
第94回日本学生選手権水泳競技大会出場
第23回九州ハンドベルフェスティバル出場（別府B-con PLAZA）
芸振文化キャラバン公演・アートプラザ開館20周年記念

「Christmas Art Market vol.32」で演奏会　など10ヵ所13公演

平成30年度（第54回）

卒業式典祝

　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
は
、「
自
立
・

自
活
で
き
る
人
材
の
育
成
」
の
建
学

の
精
神
の
も
と
、
学
校
は
目
的
で
は

な
く
自
己
実
現
の
た
め
の
１
つ
の
手
段

で
あ
り
、
自
分
は
何
が
得
意
で
ど
ん
な

資
格
が
あ
る
の
か
を
よ
く
理
解
し
、

愉
し
く
気
持
ち
よ
く
生
活
し
て
い
く

た
め
の
教
育
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

生
活
者
と
し
て
、
産
業
社
会
、
情
報
化

社
会
、
高
齢
化
社
会
、
生
涯
学
習
社
会

に
生
き
る
意
欲
を
持
ち
、
世
の
中
の

役
に
立
つ
よ
う
働
く
た
め
の
教
育
を

創
造
し
て
き
た
。

　
さ
て
、
54
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、

建
学
の
精
神
の
も
と
理
論
と
実
践
に

よ
っ
て
積
み
重
ね
た
即
戦
力
と
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
第
２
、
第
３
の
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
自
ら
の
資
質
能
力
の
向
上
に

励
み
着
実
に
成
長
を
遂
げ
た
。
ま
た
、

学
内
外
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

教
室
で
は
得
ら
れ
な
い
連
帯
感
、

社
会
性
等
を
磨
き
、
修
得
し
た
専
門
的

知
識
・
技
能
等
を
公
開
・
発
表
す
る

こ
と
で
、
地
域
や
関
係
機
関
等
に
貢
献

し
、
高
い
評
価
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
各
学
科
の
主
な
行
事
を

紹
介
す
る
。

〇
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

は
、
２
月
18
日
に
第
54
回
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
『
ば
ら
ば
ら

で
な
に
が
悪
い
』
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

は
２
月
21
〜
26
日
に
第
19
回
「
卒
業

制
作
・
学
生
作
品
展
２
０
１
９
」

を
開
催
。
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
な
、

多
彩
な
作
品
の
発
表
・
展
示
で
、

観
覧
し
た
方
々
を
魅
了
し
た
。

○
食
物
栄
養
学
科

　
第
11
回
「
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
は
『
大
分
お
で
か
け
弁
当
』
を

テ
ー
マ
に
実
施
、
1
8
3
点
の
応
募

の
中
か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た

県
内
の
高
校
生
・
大
学
生
で
つ
く

る
10
チ
ー
ム
が
、
11
月
10
日
、
創
作

過
程
か
ら
作
品
の
出
来
具
合
ま
で

の
本
審
査
に
進
ん
だ
。
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
は
審
査
員
を
悩
ま
せ
た
。

１
月
26
日
に
は
、
留
学
生
・
地
域

短
大
部
長
　
佐
藤
　
則
好

一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

女子弓道部　全国大会準優勝
第42回全日本学生弓道女子王座決定戦　於　伊勢神宮

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、

『
自
立
・
自
活
で
き
る
人
材

の
育
成
』
を
掲
げ
、
教
職
員

と
学
生
が
こ
れ
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
就
職
率
は
、
毎
年

ほ
ぼ
1
0
0
％
近
い
就
職
率

を
達
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
20
年
程
前
か
ら
、

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
た

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

続
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

６
％
の
卒
業
生
し
か
離
職
し

て
い
な
い
。
94
％
の
卒
業
生

は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
が

脈
々
と
継
承
さ
れ
、
本
学
で

取
得
し
た
資
格
と
技
術
を

生
か
し
て
社
会
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き

た
い
。
因
に
、
全
国
の
短
期

大
学
の
卒
業
生
の
離
職
率
は
、

30
％
を
超
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
績

が
確
立
し
て
い
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
大
切

に
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。

　
あ
と
は
、
自
身
の
努
力
と

自
覚
し
か
な
い
こ
と
を
述
べ
て

お
き
た
い
。

学
校
法
人
　
溝
部
学
園
理
事
長
　
　
　
　
　

別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
学
長
　
　
　
　
　

溝
　
部
　
　
　
仁

一
人
一
人
を
大
切
に

の
方
々
も
参
加
し
て
第
23
回
「
お
魚

さ
ば
き
教
室
」
を
開
催
し
た
。

○
幼
児
教
育
学
科

　
第
38
回
「
子
ど
も
の
た
め
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、

『
白
雪
姫
と
ル
シ
フ
ァ
ー
の
物
語
』

を
主
演
目
と
し
て
、
大
分
（
12
月

６
日
）
別
府
（
同
８
日
）
の
２
会
場

で
上
演
。
招
待
さ
れ
た
県
下
各
地

の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
達
の
、
歓
声

と
感
動
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

○
介
護
福
祉
学
科

　
第
16
回
「
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛

ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん

デ
イ
〜
」
を
11
月
３
日
に
「
地
域
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
を
同
月
10
日
に

開
催
。
福
祉
に
興
味
の
あ
る
学
生
や

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
多
数
の
参
加
が

あ
っ
た
。
大
正
琴
の
演
奏
を
は
じ
め

学
生
手
作
り
の
演
劇
や
ゲ
ー
ム
、

食
事
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

楽
し
く
、
美
味
し
く
、
心
に
残
る

会
で
あ
っ
た
。

　
54
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
ど
う
か
、

修
得
し
た
専
門
知
識
・
技
能
・
資
格
・

人
間
性
を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
、

さ
ら
に
精
進
を
重
ね
、
み
ず
み
ず
し
い

探
究
心
、
本
当
の
学
ぶ
力
で
創
造
的

な
働
き
方
、
生
き
方
を
実
現
し
て

ほ
し
い
。

　
２
０
１
８
年
11
月
25
日
（
日
）
26
日
（
月
）
伊
勢

神
宮
で
開
催
さ
れ
た
、「
第
42
回
全
日
本
学
生
弓
道

女
子
王
座
決
定
戦
」
に
九
州
代
表
と
し
て
出
場
。

女
子
団
体
戦
で
見
事
、
準
優
勝
を
収
め
た
。
決
勝
戦

で
日
本
大
学
に
的
中
数
54
対
45
で
敗
戦
し
た
が
、

準
優
勝
は
創
部
初
の
快
挙
。
ま
た
、
本
山
結
麻

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）
が
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
た
。

　
２
０
１
９
年
１
月
上
旬
に
別
府
市
役
所
を
訪
れ
、

阿
南
寿
和
副
市
長
に
準
優
勝
の
報
告
を
行
っ
た
。

大
会
結
果

　
一
回
戦
　
19
中（
５
）―

 

19
中
（
４
）
広
島
大
学

　
二
回
戦
　
22
中
　   ―

 

21
中
　
　 

北
海
道
科
学
大
学

　
準
決
勝
　
30
中
　   ―

 

27
中
　
　 

関
西
大
学

　
決
　
戦
　
45
中
　   ―

 

54
中
　
　 

日
本
大
学

大
会
出
場
選
手

　
大
前
：
加
藤
　
彩
　
（
幼
児
教
育
学
科
１
年
）

　
中
　
：
本
山
　
結
麻
（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）

　
落
ち
：
後
藤
　
瑞
希
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
２
年
）

　
補
欠
：
河
野
　
瑞
樹
（
食
物
栄
養
学
科
２
年
）

　
補
欠
：
平
尾
　
優
姫
（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）

　
２
０
１
８
年
10
月
下
旬
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
た

九
州
大
会
に
出
場
。
女
子
団
体
戦
で
２
年
連
続

４
度
目
の
優
勝
果
た
し
、
31
校
の
頂
点
に
立
っ
た
。

ま
た
優
秀
射
技
校
に
も
選
出
さ
れ
、
全
国
大
会
出
場

へ
の
切
符
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
１
４
９
名
が
出
場
し
た
女
子
個
人
戦
で
は
、

本
山
結
麻
（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）
が
優
勝
。

加
藤
彩
（
幼
児
教
育
学
科
１
年
）
は
、
最
優
秀

射
士
賞
を
受
賞
。
創
部
初
の
〝
４
冠
〞
を
達
成
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

10
校
（
愛
知
大
学
・
東
北
学
院
大
学
・
近
畿
大
学
・

大
東
文
化
大
学
・
信
州
大
学
、
他
５
校
）
が
出
場
。

昨
年
の
同
大
会
初
戦
で
敗
戦
し
た
日
本
大
学
と
決
勝

で
対
戦
。
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
と
は
い
か
な
か
っ
た

が
、
過
去
最
高
の
戦
績
と
な
っ
た
。
部
員
が
５
名

と
少
な
く
、
専
門
の
指
導
者
も
い
な
い
中
、
部
員

同
士
、
切
磋
琢
磨
し
た
結
果
が
実
を
結
ん
だ
。
ま
た
、

同
時
開
催
さ
れ
た
「
第
42
回
女
子
東
西
学
生
弓
道

選
抜
対
抗
試
合
」
に
西
軍
代
表
と
し
て
、
本
山

結
麻
、
加
藤
彩
が
出
場
し
た
。

　
二
年
生
は
三
月
に
卒
業
し
就
職
。
一
年
生
は
こ
の

悔
し
さ
を
胸
に
、
来
年
同
大
会
で
の
リ
ベ
ン
ジ
に

燃
え
る
。
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副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科

　教

　授

　溝

　部

　佳

　子

国
際
交
流
課

　教

　授

　松

　浦

　
　
　倫

国
際
交
流
課

　准
教
授

　里

　中

　玉

　佳

平
成
30
年
度

2
0
1
8
年
老
年
看
護
学
に
関
す
る
国
際
研
究
会

　
　―

日
本
に
お
け
る
〝
老
年
介
護
〞
の
紹
介―

　
2
0
1
8
年
５
月
10
日
、
本
学
国
際
交
流
課

松
浦
倫
課
長
経
由
で
上
海
思
博
職
業
技
術
学
院

衛
生
技
術
舆
護
理
学
院
の
沈
小
平
院
长
よ
り
、

以
下
の
招
待
状
が
届
い
た
。

　『
2
0
1
8
年
老
年
看
護
学
に
関
す
る
国
際

研
究
会
は
2
0
1
8
年
６
月
28
日
に
上
海
思
博

職
業
技
術
学
院
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
と
国
内
老
年
看
護
学
に
関
す
る

経
験
が
あ
る
学
者
を
誘
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
を

し
ま
す
。
諸
国
の
老
年
看
護
学
に
関
す
る
経
験

を
共
有
し
て
、
視
野
を
広
げ
て
、
今
中
国
に

お
け
る
老
年
看
護
に
対
し
て
切
実
な
需
要
を

結
び
付
け
て
、
よ
り
良
い
中
国
老
年
看
護
教
育

方
法
を
探
り
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
た
優
秀
な

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
老
年
看
護
教
育
の
専
門
家
と
し
て
、
６
月
28
日

に
40
分
ぐ
ら
い
日
本
の
老
年
看
護
の
経
験
や

心
得
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
』

　
中
国
に
お
け
る
「
2
0
1
8
年
老
年
看
護
学

に
関
す
る
国
際
研
究
会
」
の
講
演
依
頼
を
受
け
、

平
成
30
年
６
月
27
日
（
水
）
〜
７
月
２
日
（
月
）

に
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
の
３
名
、
福
岡
空
港

か
ら
上
海
へ
出
国
し
た
。
同
行
者
は
、
国
際
交
流
課

の
松
浦
倫
課
長
と
里
中
玉
佳
主
任
で
あ
っ
た
。

○
「
2
0
1
8
年
老
年
看
護
学
国
際
研
究
会
」

　
　
当
日
（
６
月
28
日
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
．
開
幕
式
　
司
会

；

沈
小
平
　
９
：
30－

９
：
50

１
．
校
長
の
発
言
　
５
分
間
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）

２
．
徐
筱
萍
理
事
長
の
発
言
　
８
分
間

　
　
休
憩
　
９
：
50－

10
：
00

二
．
プ
レ
ゼ
ン

理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　教

　授

　溝

　部

　
　
　仁

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科

　教

　授

　溝

　部

　佳

　子

平
成
30
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
教
員
研
修
会

介
護
福
祉
士
養
成
校
が
担
う
介
護
の
未
来

　
　
〜
養
成
校
が
「
今
」
で
き
る
こ
と
〜

　
平
成
30
年
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
福
祉
人
材
確
保
専
門

委
員
会
」
に
お
い
て
、
介
護
福
祉
士
養
成
課
程
に

お
け
る
教
育
内
容
の
見
直
し
が
提
示
さ
れ
た
。

　
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
は
介
護
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
・
複
雑
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
養
成
校
卒
業
生
が
介
護
福
祉
の
専
門
職

と
し
て
、
介
護
現
場
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割

を
果
た
し
、
活
躍
す
る
た
め
の
資
質
を
育
て
、

認
知
症
の
高
齢
者
等
を
支
え
る
た
め
の
優
れ
た

ケ
ア
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
養
成
校
卒
業
生
か
ら
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
全
受
験
者
の
合
格
率
が

70.

８
％
に
対
し
、
養
成
校
卒
業
生
の
合
格
率
は

88.

０
％
で
あ
っ
た
。
養
成
校
卒
業
生
が
国
家
試
験

を
受
験
す
る
こ
と
は
、
養
成
校
に
お
け
る
介
護

福
祉
士
教
育
の
質
と
介
護
の
質
を
担
保
す
る
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
結
果
は
養
成
校
の
必
要
性

を
社
会
に
示
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
さ
ら
に
、
入
管
法
の
改
正
（
平
成
29
年
９
月

１
日
施
行
）
に
よ
り
、
外
国
人
の
在
留
資
格
に

「
介
護
」
が
創
設
さ
れ
、
養
成
校
に
も
多
く
の

外
国
人
留
学
生
が
入
学
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

養
成
校
の
生
き
残
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

同
時
に
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
、
困
惑
し
て
い
る

現
状
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
養
成
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速

に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
介
護
の
本
来
に

向
け
て
養
成
校
が
「
今
」
で
き
る
事
を
参
加
者

全
員
で
共
に
考
え
る
研
修
会
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

（
日
　
程
）
２
０
１
８
年
９
月
28
日
（
金
）・
29
日
（
土
）

（
会
　
場
）
ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま

（
主
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

　
　
　
　 

協
会
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

（
担
当
校
）
鹿
児
島
県
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

　
　
　
　 

６
校

【
第
１
日
目
】

開
会
式

基
調
講
演
「
介
護
人
材
の
育
成
と
専
門
職
と

し
て
の
介
護
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る
役
割
」

（
講
師
　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
　
福
祉

基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
　
介
護
福
祉

専
門
官
：
伊
藤
優
子
氏
）

分
科
会
（
第
１
〜
３
）

【
第
２
日
目
】
分
科
会
報
告

特
別
講
演
「
地
域
文
化…
奄
美
の
島
唄
と
福
祉
」

（（
公
社
）
大
島
郡
医
師
会
　
介
護
老
人
保
健
施
設

虹
の
丘
　
支
援
相
談
員
県
介
護
支
援
専
門
員
：

前
山
真
吾
氏
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
：
議
長
（
代
表
理
事
）

溝
部
仁
氏
・
司
会
（
事
務
局
）
溝
部
佳
子

閉
会
式

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科

　教

　授

　溝

　部

　佳

　子

平
成
30
年
度
神
戸
医
療
福
祉
大
学

「
医
療
福
祉
の
実
践
と
感
性
を
通
し
て
の
理
念
に
つ
い
て
」

「
精
神
保
健
の
基
礎
寄
り
添
い
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
生
活
福
祉
支
援
」

　
平
成
30
年
９
月
20
日
に
、
私
宛
に
神
戸
医
療

福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
よ
り
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

差
出
人
は
足
立
泰
紀
教
務
部
長
・
牧
野
恭
典
教
授
・

直
嶋
美
恵
子
講
師
か
ら
の
特
別
講
義
依
頼
で
あ
っ
た
。

　
日
時
は
平
成
30
年
10
月
29
日
（
月
）
、
３
限

（
13
：
10
〜
14
：
40
）「
医
療
福
祉
論
」
担
当
教
員
：

牧
野
恭
典
、
受
講
生
：
健
康
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
生
　
約
80
名
と
４
限

（
14
：
50
〜
16
：
20
）「
精
神
保
健
学
」
担
当
教
員
：

直
嶋
美
恵
子
、
受
講
生
：
社
会
福
祉
学
科
３
年
生

約
20
名
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
文
面
の
「
本
学
学
生
に
ご
教
授
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
学
生
達
の
目
が
覚
め
る
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
だ
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う

言
葉
に
惹
か
れ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
に

出
向
く
こ
と
に
し
た
。

（
日
　
程
）
２
０
１
８
年
10
月
29
日
（
月
）

（
会
　
場
）
神
戸
医
療
福
祉
大
学

（
主
　
催
）
牧
野
恭
典
　
教
授

　
　
　
　 

直
嶋
美
恵
子
　
講
師

講
義
Ⅰ
：【
医
療
福
祉
論
】
健
康
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
・
後
期

テ
ー
マ 

「
医
療
福
祉
の
実
践
と
感
性
を
通
し
て

　
　
　
　
の
理
念
に
つ
い
て
」

講
義
Ⅱ
：【
精
神
保
健
学
】
社
会
福
祉
学
科
福
祉

　
　
　
　
心
理
コ
ー
ス
３
年
・
通
年

テ
ー
マ 

「
精
神
保
健
の
基
礎
寄
り
添
い
か
ら

　
　
　
　
生
ま
れ
て
く
る
生
活
福
祉
支
援
」

　
介
護
福
祉
士
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
今
ま
さ
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
域
で
暮
ら
す
様
々

な
生
活
支
援
も
含
め
た
、
介
護
（
福
祉
）
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
・
複
雑
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
な
ど
、
熟
成
し
た
専
門
職
と
し
て
の

介
護
福
祉
士
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
科
学
的
根
拠
を
も
と
に
し
た
、

介
護
福
祉
学
の
学
術
的
追
究
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
再
評
価
を
行
い
、
今
後
の
法
改
正
等
に

基
づ
く
教
育
内
容
の
見
直
し
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
力
を
、
教
員
自
身
が
身
に
つ
け
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科

　教

　授

　溝

　部

　佳

　子

第
11
回
平
成
30
年
度
大
分
県
高
齢
者
福
祉
施
設
等
実
践
研
究
大
会

「
〝
介
護
〞
っ
て
な
あ
に
？
」

（
日
　
程
）
２
０
１
８
年
11
月
13
日
（
火
）

（
場
　
所
）
大
分
市
／
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

（
主
　
催
）
大
分
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
大
分
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
大
木
　
隆
会
長

か
ら
、
講
演
「
〝
介
護
〞
っ
て
な
あ
に
？
」
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
以
下
の

レ
ジ
ュ
メ
で
実
施
し
た
。

１
．
は
じ
め
に
（
自
己
紹
介
）

２
．「
2
0
1
8
．
国
際
老
年
看
護
学
会
（
中

国
・
上
海
）
」
に
参
加
し
て
の
想
い

　
・
介
護
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
る
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
？

　
・
提
言
Ⅰ
：
看
護
だ
け
で
役
割
を
担
え
る

の
か
？

　
・
介
護
と
い
う
領
域
が
創
出
し
た
理
由

　
・
提
言
Ⅱ
：
介
護
と
看
護
の
在
り
方

３
．『
実
は
、
介
護
っ
て
ね
！
』

４
．
結
論

理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　教

　授

　溝

　部

　
　
　仁

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科

　教

　授

　溝

　部

　佳

　子

平
成
30
年
度
全
国
教
職
員
研
修
会

介
護
福
祉
士
教
育
の
本
質
を
探
る

　
　
〜
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
〜

　
内
閣
府
の
統
計
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
総
人
口
の
27
，７
％
（
平
成
29
年
調
査
）

で
、
他
の
先
進
主
要
国
に
比
べ
て
も
類
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
長
寿
国
日
本

の
、
福
祉
に
関
す
る
知
見
に
世
界
中
か
ら
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
介
護
福
祉
士
養
成
校

に
対
し
て
も
期
待
や
課
題
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
も

い
る
。
時
代
背
景
や
社
会
構
造
の
変
遷
に
伴
い

変
化
し
た
こ
と
と
し
て
ケ
ア
の
対
象
が
「
利
用
者

と
家
族
お
よ
び
地
域
社
会
」
と
な
り
、
医
療
的

支
援
を
含
め
た
介
護
と
社
会
的
支
援
を
統
合
し
た

予
防
的
で
包
括
的
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
追
随
し
、
介
護
福
祉
士
養
成

課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
倫
理
育
成
が
見
直
さ

れ
た
。
豊
か
な
感
性
を
育
く
み
倫
理
観
を
高
め
る

こ
と
で
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
・

複
雑
化
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
ケ
ア
が
期
待

で
き
る
。
さ
ら
に
、
介
護
課
程
の
展
開
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
基
礎
力
を
強
化
す
る

こ
と
が
円
滑
な
チ
ー
ム
運
営
に
結
び
つ
き
、
組
織

や
社
会
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、
成
熟

し
た
福
祉
社
会
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
多
様

な
学
生
へ
の
支
援
も
含
め
少
子
化
に
伴
う
人
材

不
足
に
着
い
て
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
今
大
会
で
は
、『
豊
か
な
人
間
性
と

創
造
性
を
備
え
た
人
材
育
成
』
を
目
標
と
し
た

〝
教
育
の
本
質
を
探
る
〞
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

と
し
た
。

（
日
　
程
）
２
０
１
８
年
11
月
28
日
（
水
）〜
30
日
（
金
）

（
場
　
所
）
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

（
主
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

　
　
　
　 

協
会

（
主
　
管
）
平
成
30
年
度
全
国
教
職
員
研
修
会

　
　
　
　 

実
行
委
員
会
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

【
第
１
日
目
】

開
会
式

講
演
Ⅰ
：「
心
や
さ
し
き
名
も
無
い
英
雄
を
育
て

　
　
　
　 

た
い
」

（
講
師
　
宮
崎
県
立
美
術
館
　
館
長
　
飛
田
　

洋
氏
）

講
演
Ⅱ
：「
介
護
福
祉
に
お
け
る
実
践
力
と
は
何
か
」

（
講
師
　
群
馬
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
　
特
認
教
授

黒
澤
貞
夫
氏
）

【
第
２
日
目
】

講
演
Ⅲ
：「
介
護
人
材
確
保
対
策
と
介
護
福
祉
士

　
　
　
　 

に
求
め
ら
れ
る
機
能
」

（
講
師
　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課

福
祉
人
材
確
保
対
策
室
　
室
長
補
佐
　
谷
丸
一
夫
氏
）

　
　
　
　 

報
告
「
外
国
人
留
学
生
に
関
す
る

　
　
　
　 

協
会
の
対
応
」

（
講
師
　
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
副
会
長

和
歌
山
Y
M
C
A
国
際
福
祉
専
門
学
校
　
理
事

井
之
上
芳
雄
氏
）

分
科
会
（
第
１
〜
４
）

【
第
３
日
目
】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
介
護
福
祉
士
養
成

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
踏
ま
え
た
介
護
福
祉

　
教
育
の
あ
り
方
」

開
会
式



　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
問
と
し
て

体
系
的
に
研
究
す
る
者
が
日
本
全
国
よ
り
集
ま
り

研
究
成
果
の
発
表
を
行
う
学
会
と
主
催
事
業
が

開
催
さ
れ
た
。

（
大
会
テ
ー
マ
）「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
新
共
生
時
代
」

（
日
程
）
平
成
30
年
11
月
24
日
（
土
）

（
場
所
）
大
阪
文
化
服
装
学
院

（
基
調
講
演
）「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
の
現
状
と
課
題
」

（
講
師
）
伊
藤
忠
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　
河
合
秀
彰
氏

（
筆
者
研
究
発
表
）「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら

ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
」

　
錯
視
・
だ
ま
し
絵
・
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
と
い
っ
た

美
術
的
表
現
技
法
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
様
な
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
の

作
品
を
例
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
遷
か
ら

考
察
し
発
表
し
た
。
そ
の
他
の
会
員
に
よ
る
口
頭

発
表
24
件
と
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

10
件
の
発
表
も
あ
っ
た
。

（
事
業
名
）「
パ
リ
式
立
体
裁
断
セ
ミ
ナ
ー
」

（
日
程
）
平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

（
場
所
）
香
蘭
女
子
短
期
大
学

（
講
師
）
エ
ス
モ
ー
ド
東
京
校
モ
デ
リ
ズ
ム
講
師

　
青
鹿
千
恵
子
氏

（
内
容
）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
主
催
事
業

に
参
加
し
た
。
パ
リ
式
立
体
裁
断
の
再
現
作
品

と
し
て
１
９
５
０
年
代
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ

オ
ー
ル
ヨ
ー
ク
切
り
替
え
ブ
ラ
ウ
ス
の
ド
レ
ー

ピ
ン
グ
講
習
が
あ
っ
た
。
実
物
を
立
体
裁
断
で

組
ん
だ
の
ち
、フ
ラ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
に
ト
レ
ー
ス
、

立
体
裁
断
後
の
ト
ワ
ル
に
つ
い
て
比
較
し
デ
ザ

イ
ン
の
研
究
を
行
っ
た
。

　
第
23
回
九
州
ハ
ン
ド
ベ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
、
平
成
30
年
９
月
24
日
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

大
分
県
で
は
３
回
目
の
開
催
だ
が
、
連
盟
に

加
入
し
て
い
る
テ
ィ
ー
ム
が
本
学
以
外
に
無
く
、

今
回
も
以
前
と
同
様
、
実
行
委
員
長
兼
唯
一
人

の
委
員
と
し
て
準
備
を
行
っ
た
。

　
フ
ェ
ス
に
は
東
京
の
本
部
か
ら
２
名
来
て

く
れ
た
。
出
演
者
は
本
学
学
生
と
卒
業
生
の

２
テ
ィ
ー
ム
を
含
む
九
州
支
部
８
県
の
小
学
生

か
ら
80
代
ま
で
、
計
24
テ
ィ
ー
ム
延
べ
約
3
0
0
名

で
あ
っ
た
。
各
テ
ィ
ー
ム
が
行
う
ソ
ロ
演
奏
と
、

他
テ
ィ
ー
ム
と
の
合
同
演
奏
（
マ
ス
リ
ン
ギ
ン
グ
）

２
曲
で
構
成
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
私
が
選
ん
だ

｢

嵐
の
〝
ふ
る
さ
と
〞
」
の
演
奏
希
望
が
多
く
、

結
局
１
部
と
３
部
の
両
方
で
演
奏
す
る
こ
と
に

な
り
、
幸
運
に
も
２
度
も
マ
ス
の
指
揮
を
さ
せ
て

も
ら
う
機
会
を
得
た
。

　
20
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
フ
ェ
ス
は
、

年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い

演
奏
が
多
か
っ
た
と
同
時
に
、
指
導
者
を
含
め
た

高
齢
化
と
子
ど
も
テ
ィ
ー
ム
が
多
い
県
の
２
極
化

が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

こ
の
会
を
通
し
て
お
互
い
に
親
睦
を
図
り
つ
つ

切
磋
琢
磨
で
き
た
し
、
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た

聴
衆
の
方
々
に
は
、
本
県
で
は
滅
多
に
聴
く

　
一
般
社
団
法
人
日
本
調
理
科
学
会
は
、
調
理

科
学
に
携
わ
る
研
究
者
の
他
、
関
連
分
野
の

研
究
者
、
教
育
者
、
技
術
者
が
参
加
し
て
、

調
理
に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
推
進
、
そ
の

知
識
の
普
及
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

今
年
度
大
会
は
、
定
例
の
研
究
発
表
、
事
業

報
告
会
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
調
理
と
健
康

―

伝
統
的
な
和
食
と
食
文
化
は
認
知
症
予
防
に

つ
な
が
る―

」
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
和
食
の
価
値
と
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
技
術
」
、

特
別
企
画
「
次
世
代
に
伝
え
継
ぐ
　
日
本
の
家
庭

料
理
」
、
N
P
O
キ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
災
害
時

デ
モ
調
理
が
実
施
さ
れ
た
。

　
特
別
企
画
「
次
世
代
に
伝
え
継
ぐ
　
日
本
の

家
庭
料
理
」
で
は
、「
大
分
県
の
家
庭
料
理
　
主
菜

の
特
徴
　
新
鮮
で
豊
富
な
素
材
、
歴
史
と
知
恵

の
詰
ま
っ
た
も
の
」
に
つ
い
て
、
望
月
が
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。
大
分
県
の
次
世
代
に

伝
え
継
ぐ
家
庭
料
理
を
暮
ら
し
の
背
景
と
共
に

記
録
し
、
家
庭
や
教
育
現
場
で
も
利
用
可
能
な

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
聞
き
書
き

調
査
内
容
か
ら
、
大
分
県
で
食
さ
れ
て
き
た
主
菜

の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
他
府
県
と
家
庭

料
理
の
主
菜
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
然

状
況
、
近
隣
の
影
響
の
大
き
さ
が
確
認
で
き
、

有
意
義
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

留学生ガイダンス初の試み
　平成20年度に文部科学省ほか関係省庁より「留学生30万人計画」の策定
が打ち出され、2020年を目途に30万人の留学生受け入れを目指してきた。
独立行政法人日本学生支援機構の外国人留学生在籍状況調査（在留資格

「留学」で滞在している外国人学生の５月１日時点）によると、2018年
５月１日現在の外国人留学生は298,980人（対前年比31,938人

（12.0%）増）と目標の30万人に迫っている。また、新たな外国人材
受入れを目的とした在留資格の創設が2019年４月より始まる。
　こうした動向を受け、初の試みとして「第1回留学生のための合同企業
説明会」を開催した。会社説明、マッチング、在留資格など様々なテーマ
で意見交換をし、留学生を始め企業側にも収穫の多いものとなったと自負
している。今後も留学生と大分県内外の企業とマッチングを行っていく
予定である。
　また、2019年１月24日（木）に「知る・考える～異文化共生と住みや
すい街づくり～」というテーマでガイダンスを開催した。まず、留学生
の生活圏である大分市が「どのような国や地域と友好都市で、どのような
交流をしているのか」、「異文化理解・異文化共生のためにどのような
取り組みをしているのか」を大分市職員の方に説明してもらった。その後、
留学生から見た「大分県・大分市・別府市」というテーマで、魅力や良く
してほしいところなど日頃から感じていることを発表した。「外国人に優
しい」、「自国に比べてお店が多く、便利」、「デリバリーの種類が少ない」、

「Ｗｉ－Ｆｉスポットが少ない」という様々な意見があり、有意義な意見
交換ができた。大分市との意見交換後は、大学コンソーシアムおおいたの
担当の方から、留学生の就職についての話や、長年大分市で働いている
方からの生の声を聞いた。生活のことや仕事のスタイルなどに留学生たち
は共感しているようだった。この会を通して、留学生たちの視野が広がり、
今後の留学生生活や卒業後の進路選択に役立つことを期待する。
　このように今年度は留学生向けのガイダンスを初めて開催できた。
今後も、「真の国際人」として大分県内をはじめ日本国内、海外でも別府
溝部学園短期大学の留学生たちが活躍できるよう企業や関係機関との連携
を図っていく。 機

会
の
な
い
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
会
を
提

供
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
力
に
よ
り
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
デ
ザ
イ
ン

で
大
蔵
開
平
氏
、
司
会
と

ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
で
非
常
勤

の
友
永
葉
子
先
生
、
ス
テ
ー
ジ

以
外
を
回
し
て
下
さ
っ
た
溝
部

学
園
の
先
生
方
、
ス
テ
ー
ジ

仕
込
み
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

卒
業
生
と
学
生
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
何
よ
り
全
面
的
に

協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
園
と

関
係
各
位
に
衷
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
２
０
１
７
年
に
別
府
溝
部
学
園
短
期

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
国
際
先
鋒
隊
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
な
交
流
を
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の

「
大
分
・
熊
本
か
ら
国
際
平
和
を
考
え
る
」
、

大
分
市
主
催
の
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
、
お
お
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
こ
の

よ
う
な
国
際
交
流
活
動
に
参
加
し
、
大
分
の

皆
さ
ん
に
世
界
の
文
化
を
見
て
も
ら
い
、
時
に

体
験
し
て
も
ら
い
、
世
界
の
食
べ
物
を
食
べ
て

も
ら
っ
た
経
験
は
、
今
後
の
自
分
の

人
生
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
留
学
生
代
表
と
し
て
姫
山
会

の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
学
園

祭
実
行
委
員
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
の
出
し
物
や

模
擬
店
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

日
本
人
学
生
と
共
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
時
間

は
何
物
に
も
代
え
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
で
す
。

姫
山
祭
当
日
は
、
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
を

通
し
て
、
私
た
ち
留
学
生
の
国
の
文
化
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
各
学
科
の

学
生
や
先
生
方
、
そ
し
て
来
場
し
て
く
れ
た

お
客
様
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
良
い
思
い
出

と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
別
府
溝
部
学
園
を
卒
業
し
ま
す
が
、

楽
し
い
時
、
苦
し
い
時
を
共
に
学
校
で
過
ご

し
た
同
級
生
、
親
身
に
私
た
ち
の
事
を
考
え
、

時
に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た

先
生
方
と
過
ご
し
た
こ
の
２
年
間
が
自
分
た
ち

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

別府溝部学園短期大学の留学生たち
　
現
在
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
に
は
、
88
名
の
留
学
生
が
在
籍

し
て
い
る
。（
２
０
１
９
年
３
月
１
日
現
在
）
国
籍
は
、
中
国
、

ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
ケ
ニ
ア
の

６
か
国
で
、
４
つ
の
学
科
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
日
本
で

叶
え
る
た
め
に
毎
日
元
気
に
日
本
語
を
学
び
な
が
ら
、
介
護
、
食
物

栄
養
、
幼
児
教
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
専
門
性
を
高
め
て
い
る
。

　
近
年
日
本
で
就
職
し
た
い
学
生
が
大
幅
に
増
え
、
昨
年
度
は
50
％

の
留
学
生
が
日
本
で
就
職
し
た
。
日
本
で
の
就
職
先
は
、「
技
能

実
習
生
」
の
受
け
入
れ
や
管
理
を
す
る
た
め
に
、
人
材
派
遣
会
社
へ

通
訳
と
し
て
就
職
を
し
た
も
の
、
中
小
企
業
の
即
戦
力
と
し
て
大
分
県

の
専
門
商
社
へ
就
職
し
貿
易
業
務
に
携
わ
る
も
の
、
湯
布
院
の
老
舗

旅
館
や
ホ
テ
ル
へ
就
職
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

　
ま
た
、
留
学
生
の
う
ち
25
％
が
更
な
る
高
み
を
め
ざ
し
、
A
P
U
、

大
東
文
化
大
学
、
ホ
テ
ル
の
専
門
学
校
に
進
学
し
、
専
門
分
野
を

勉
強
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
上
海
出
身
の
学
生
は
、
卒
業
後
、
上
海

の
日
系
企
業
で
就
職
し
活
躍
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
就
職
を
希
望
す
る
学
生
が
大
幅
に
増
え
た

た
め
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、「
第
１
回
留
学
生
の
た
め
の
合
同
企
業

説
明
会
」
を
開
催
し
た
。
留
学
生
が
日
本
で
就
職
す
る
に
は
、『
在
留

資
格
』
を
『
留
学
』
か
ら
『
人
文
知
識
国
際
業
務
』
へ
の
変
更
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
会
の
前
半
は
、
企
業
か
ら
の
自
社
説
明
会
と

マ
ッ
チ
ン
グ
、
後
半
は
、
実
際
に
大
分
県
で
就
職
し
、
在
留
資
格
の

変
更
を
し
て
い
る
卒
業
生
を
招
き
、「
在
留
資
格
の
勉
強
会
」
も
実
施

し
た
。
遠
く
は
北
海
道
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
「
第
１
回
留
学
生
の

た
め
の
合
同
説
明
会
」
終
了
後
、
大
分
県
内
の
ジ
ェ
イ
リ
ー
ス
、

ダ
イ
プ
ロ
へ
の
留
学
生
向
け
会
社
見
学
も
実
現
し
て
い
る
。

　
今
後
、「
特
定
技
能
」
と
い
う
新
し
い
ビ
ザ
が
２
０
１
９
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
本
学
の
強
み
を
生
か
し
た
専
門
性
の
高
い
国
際

人
財
の
育
成
や
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
語
能
力
試
験
２
級
を
持
つ
学
生
の
た
め
に
、

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
「
国
際
経
営

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
コ
ー
ス
」
と
更
に
進
化

さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
、
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
か
ら

の
新
入
生
を
迎
え
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
日
本
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
す
国
際
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
ロ
ー
カ
ル
に
。
グ
ロ
ー
カ
ル
に
。
」

日
本
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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食
物
栄
養
学
科
　
教
授
　
望

　月

　美
左
子

会
期
：
平
成
30
年
８
月
30
日
（
木
）
・
31
日
（
金
）
　
会
場
：
武
庫
川
女
子
大
学

一
般
社
団
法
人
日
本
調
理
科
学
会
平
成
30
年
度
大
会
参
加
報
告

幼
児
教
育
学
科
　
教
授
　
大

　塚

　豊

　子

第
23
回
九
州
ハ
ン
ド
ベ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

〜
in 

別
府
〜 

を
開
催
し
て

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
教
授
　
髙

　野

　弓

　枝

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
２
０
１
８
全
国
大
会
・

学
会
主
催
事
業
参
加
の
報
告

留
学
生
の
活
動
報
告

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
国
際
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

カ
ト
リ
・
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ

別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
で

過
ご
し
た
日
々



平成31年3月15日　第68号（ 4 ）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報

４
学
科
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科

幼
児
教
育
学
科
・
介
護
福
祉
学
科

〜
平
成
30
年
度
就
職
支
援
課
年
間
計
画
〜

【
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

　
第
一
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
就
活
に
必
要
な
証
明
書
の
手
続
き
・
履
歴
書
の
書
き
方
等
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科
・
幼
児
教
育

　
　
学
科
・
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
６
日
（
金
）

　
第
二
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
作
文
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科
・
幼
児
教
育

　
　
学
科
・
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
６
日
（
金
）

　
第
三
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
《
キ
ャ
リ
ア
教
育
》

　
　「
就
活
に
必
要
な
マ
ナ
ー
講
座
・
面
接
編
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

　
　
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
の
各
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
本
学
非
常
勤
講
師
　
田
原
　
裕
子 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
５
月
12
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
場
所
／
本
館
　
短
大
ホ
ー
ル

　
第
四
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
就
職
活
動
の
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
と
身
だ
し
な
み
に
つ
い
て
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
の
各
２
年
生
男
女
希
望
者
）

　
　
講
師
／
赤
峰
友
美
子 

先
生
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
６
月
９
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
／
本
館
３
階
　
階
段
教
室

　
第
五
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
就
活
の
た
め
の
正
し
い
着
こ
な
し
・
み
だ
し
な
み
講
座
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

　
　
学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
株
式
会
社
フ
タ
タ
　
業
務
改
善
部

　
　
日
時
／
平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
／
本
館
3
階
　
階
段
教
室

　
第
六
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
ょ
う
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
野
崎
　
久
美
子 

様
　

　
　
日
時
／
平
成
31
年
１
月
12
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
／
本
館
3
階
　
階
段
教
室

【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
】

〔
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
〕

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
大
分
市
環
境
展
エ
コ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
日
時
／
平
成
30
年
６
月
２
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

　
　
会
場
／
大
分
市
ガ
レ
リ
ア
竹
町

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
ア
パ
レ
ル
企
業
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
・
ビ
ー
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
第
２
セ
ク
シ
ョ
ン
九
州
エ
リ
ア
・

　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
　

　
　
　
　
　
濱
崎
　
泰
光 

様

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
18
日
（
水
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
短
大
本
館
２
階
　
1
2
4
教
室

　
第
三
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
接
客
マ
ナ
ー
・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

　
　
　
　
　
阿
部
　
奈
穂 

様

　
　
日
時
／
平
成
30
年
６
月
27
日
（
水
）
９
時
〜
10
時
30
分

　
　
会
場
／
特
別
実
習
棟
２
階

　
第
四
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
接
客
と
は
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
㈱
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
　

　
　
　
　
　
教
育
担
当
　
橋
本
　
百 

様

　
　
日
時
／
平
成
30
年
７
月
18
日
（
水
）
９
時
〜
10
時
30
分

　
　
会
場
／
特
別
実
習
棟
２
階

　
第
五
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
大
分
国
民
文
化
祭
・
ひ
じ
は
く
着
物
シ
ョ
ー
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
９
時
〜
14
時

　
　
会
場
／
日
出
町
・
西
教
寺

〔
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
〕

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
株
式
会
社
バ
ド
・
ク
リ
エ
イ
ト
学
内
会
社
説
明
会
」

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
株
式
会
社
バ
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　

　
　
　
　
　
総
務
部
総
務
人
事
課
　
片
岡
　
基
史 

先
生

　
　
　
　
　
株
式
会
社
バ
ド
・
ク
リ
エ
イ
ト

　
　
　
　
　
業
務
部
制
作
２
課
　
課
長
　
溝
口
　
大
樹 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
８
月
９
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
記
念
館
３
階
　
パ
ソ
コ
ン
教
室

〔
医
療
事
務
コ
ー
ス
〕

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
医
療
事
務
の
仕
事
に
つ
い
て
」

（
医
療
事
務
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
松
本
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
医
療
事
務

　
　
　
　
　
黒
田
　
菜
々
美 

様
（
卒
業
生
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
７
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
〜
15
時
30
分

　
　
会
場
／
短
大
本
館
　
1
2
4
教
室

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
第
６
回
医
療
実
務
研
究
学
会
2
0
1
8
」

　
　
主
催
／
一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
　
医
療
実
務
研
究
会

　
　
日
時
／
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
18
時
25
分

　
　
会
場
／
ホ
テ
ル
別
府
パ
ス
ト
ラ
ル

【
食
物
栄
養
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
日
清
医
療
食
品
会
社
説
明
会
」

　
　
（
食
物
栄
養
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
日
清
医
療
食
品
南
九
州
支
店

　
　
　
　
　
管
理
部
　
横
山
　
真
純 

様
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

〜
学
生
の
た
め
の
教
養
講
座
〜

別府溝部学園短期大学 公開講座

別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます べっぷみぞべ 検索

　本年度も、本学が保有する専門的、総合的な教育・研究機能を地域社会に開放し、
地域住民の生涯学習のニーズに応え、地域文化の向上に資することを目的として公開
講座を実施しました。
　開設された講座は、
別府溝部学園短期大学会場
１“魔法のパン屋さん”アンパンマンとカレーパンマンそして温泉プールで遊ぼうね!、２リズムに
のって「外国語を話そう」、３ハンドベル講座①ーアドバンスー、４ハンドベル講座②ー
アドバンスー、５温泉学（正規授業の一般公開）食物栄養学科 温泉コンシェルジュコース、６湧
くワク学ぼう！温泉のふしぎ、７大分県伝統野菜料理、８日出産ハモを食卓に、９実りの秋
を味わう家庭料理、10「中華ニラエビ焼きまんじゅう～韭菜盒」を作ろう！、11お節料
理を一緒に作りませんか？、12お魚さばき講座、13学びの食卓～ハラール料理を作って
みよう～、14夏休み陶芸教室、15楽しい絵手紙講座、16つまみ細工・切って、貼って、つま
むだけ、17ハンドメイドアクセサリーワークショップ、18シルクスクリーン体験、19思
い出の着物を日傘にリメイク！講座、20こて絵に挑戦してみませんか！、21マジカル染
め講座～電子レンジを使用した染色技法です～、22和食文化を学ぼう～和食検定にチャ
レンジ！～、23TOEIC対策講座、24「光のふしぎサーカス」光とかげでおどろき発見！
J:COMホルトホール大分２階201会議室会場
１フラワーアレンジ
J:COMホルトホール大分２階サテライトキャンパス会場
１親子で作ろう！！～ペットボトルを使った風鈴作り～、２親子で作ろう！！～消しゴム
スタンプで年賀状作り～、３アンチエイジング・ライフで健康長寿、４糖尿病のおはなし、
５明日から使える、やさしい観光英語、６シゴトに役立つ！アンガーマネージメント、
７大友宗麟と伊東マンショゆかりの西洋文化、その後の行方～長崎・生月島のかくれキリシタンに

よる「おらしょ・歌おらしょ」を中心に～
別府市内会場
１明日から使える、やさしい観光英語、２明日から使える、やさしい観光英語（カフェ
編）、　３シゴトに役立つ！アンガーマネージメント、４女性の就労支援のための登録販
売者試験対策講座
でした。
　参加者は幼児から高齢者まで、幅広い年齢層で延べ581名余に達し、和気あいあいの中、
有意義な時間を共有していました。

４
月
20
日
（
金
）
に
２
年
生
・
留
学
生
と
の
親
睦
を

図
り
、
亀
川
地
区
の
海
側
を
中
心
と
し
た
別
府
の
魅
力

を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
亀
陽
泉
・
上
人
ヶ
浜
公
園
・
亀
川
漁
港
・

太
陽
の
家
・
鬼
ノ
岩
屋
古
墳
の
５
ヶ
所
設
定
、
数
名
の

グ
ル
ー
プ
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
各
ポ
イ
ン
ト

を
巡
り
、
担
当
教
員
に
名
所
を
バ
ッ
ク
に
グ
ル
ー
プ
で

集
合
写
真
を
撮
っ
て
貰
っ
た
あ
と
ス
タ
ン
プ
を
貰
う
、

と
い
う
ル
ー
ル

を
設
定
し
ま

し
た
。
ま
た

学
校
の
到
着

時
間
を
た
だ

競
う
の
で
は

な
く
、
開
会
式

時
に
学
長
先
生

に
ひ
い
て
貰
っ

た
「
く
じ
引
き
」

で
決
ま
っ
た

時
間
に
最
も

近
い
チ
ー
ム
の

優
勝
と
い
う

ル
ー
ル
も
併
せ
、

教
職
員
と
の
交
流
も
深
ま
り
大
変
楽
し
い
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い
春
の
気
候
の
中
、
亀
川
地
区

の
景
色
や
名
所
旧
跡
を
巡
り
、
新
入
生
は
魅
力
を
知
り
、

２
年
生
は
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
会
終
了
後
に
は
大
分
名
物
の
と
り
天
や
鶏
め
し
が

入
っ
た
「
豊
の
幸
弁
当
」
を
全
学
生
・
教
職
員
に
配
布
し
、

学
科
ご
と
で
学
生
主
導
の
親
睦
会
を
開
き
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　開
学
記
念
行
事

新
入
生
歓
迎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
栄
養
士
　
永
田
　
保
奈
美 

様
（
平
成
29
年
卒
業
生
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
23
日
（
月
）
16
時
10
分
〜
17
時
40
分

　
　
場
所
／
短
大
87
年
館
　
８
７
２
教
室

　
　
内
容
／
給
食
委
託
企
業
栄
養
士
の
仕
事

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「
給
食
管
理
実
習
（
校
外
）
に
向
け
て
の
事
前
指
導
」

　
　
　
　
病
院
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て

　
　
　
　
　（
食
物
栄
養
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
杵
築
市
立
山
香
病
院

　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
　
小
春
　
清
美 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
16
時
10
分
〜
17
時
40
分

　
　
場
所
／
短
大
87
年
館
　
８
７
２
教
室

　
第
三
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「
給
食
管
理
実
習
（
校
外
）
報
告
会
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
10
月
10
日
（
水
）
16
時
10
分
〜
18
時
10
分

　
　
場
所
／
短
大
87
年
館
　
８
７
２
教
室

　
　
来
賓
講
評
／
高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
茶
寿
苑

　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
　
曾
我
　
優
子 

先
生

食
物
栄
養
学
科
２
年
生
給
食
管
理
校
外
実
習
修
了
者

に
よ
る
事
後
報
告
会

　
第
四
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「
大
分
県
東
部
保
健
所
栄
養
士
の
公
衆
栄
養
活
動
の
取
り
組
み
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
大
分
県
東
部
保
健
所
管
理
栄
養
士

　
　
　
　
　
久
々
宮
　
浩
子 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
31
年
１
月
16
日
（
水
）
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

　
　
場
所
／
短
大
87
年
館
　
８
７
２
教
室

　
第
五
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「
栄
養
教
諭
の
現
状
と
課
題
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
大
分
県
教
育
庁
体
育
保
健
課
学
校
保
健
・
食
育
班

　
　
　
　
　
指
導
主
事
　
加
来
　
美
名
子 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
31
年
１
月
18
日
（
金
）
12
時
50
分
〜
14
時
20
分

　
　
場
所
／
２
号
館
食
物
栄
養
学
研
究
室

【
幼
児
教
育
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
衛
生
講
話
」

（
幼
児
教
育
学
科
1
・
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
東
部
保
健
所
　
穴
井  

萌 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
４
月
26
日
（
木
）

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
階
段
教
室

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
実
習
や
就
職
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
フ
ァ
ニ
ー
フ
ェ
イ
ス
：
本
多
　
寿
子 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
６
月
29
日
（
金
）

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
1
2
5
教
室

　
第
三
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

（
幼
児
教
育
学
科
1
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
諫
早
子
ど
も
の
城
　
館
長
　
池
田
　
尚 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
　
会
場
／
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
日
出
・
大
分

　
第
四
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
お
能
教
室
」

（
幼
児
教
育
学
科
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
　
武
田 

友
志 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
30
年
11
月
８
日
（
木
）

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
85
年
館
２
F

　
第
五
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
講
演
／「
保
育
職
の
力
量
（
キ
ャ
リ
ア
）
形
成
と
職
場
へ
の
定
着

―
学
生
文
化
と
社
会
文
化
の
差
異
を
知
る
―
」

（
幼
児
教
育
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
ひ
ら
た
保
育
園
　
保
育
士 

藤
内 

亜
紀 

先
生

　
　
　
　
　
こ
と
ぶ
き
幼
稚
園
　
幼
稚
園
教
諭
　
岩
男 

亜
砂
美 

先
生

　
　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
　
元
教
諭 

後
藤 

美
緒 

先
生

　
　
日
時
／
平
成
31
年
２
月
２
日
（
土
）

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
階
段
教
室

【
介
護
福
祉
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
平
成
30
年
度
　
大
分
県
高
齢
者
福
祉
施
設
等
実
践
研
究
大
会
」

（
介
護
福
祉
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
平
成
30
年
11
月
13
日
（
火
）

　
　
場
所
／
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
　
２
階
　
二
豊
の
間

オープンカレッジ2018実施
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　秋の恒例行事、短大・歯科専合同のスポーツ大会が、渋谷俊広実行
委員長（学志会会長）をはじめとする姫山会・志友会役員主導の下、
平成30年10月23日（火）べっぷアリーナで開催されました。
　今年度は、バスケットボール・バレーボール・ドッヂボール・バド
ミントンが実施されました。また、バスケット優勝チームと教職員有志
との対戦や、学科学年対抗長縄跳びも行われ、大いに盛り上がりました。
全学年が、３つのＦ（フレンドシップ・フェアプレー・ファインティング
スピリット）を念願に、スポーツの秋にふさわしい熱戦を繰り広げました。
各競技の成績は、以下の通りです。

○バスケットボール
○バレーボール
○ドッヂボール
○バドミントン

…優勝　幼児教育学科２年生Ｂ
…優勝　幼児教育学科２年生Ａ
…優勝　歯科技工科合同チーム
…優勝　歯科衛生科３年生Ｆ

スポーツ大会

水 泳 部　
私
は
水
泳
部
に
所
属
し
て
二
年
目
で

主
将
を
務
め
ま
し
た
。
中
高
の
部
活
で
も

主
将
を
し
て
い
た
の
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
全
員
を
ま
と
め
る
こ
と
は
得
意
で

し
た
。
で
す
が
部
活
で
は
も
め
ご
と
や

チ
ー
ム
が
崩
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
私
の
一
番
の

支
え
と
な
っ
て
い
た
の
は
同
期
の
三
人

で
し
た
。
嫌
だ
っ
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
言
い
あ
え
る
関
係
が
こ
ん
な
に

素
晴
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
改
め
て
強
く

思
い
ま
し
た
。

　
春
か
ら
は
二
名
の
一
年
生
を
迎
え
毎
日

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
練
習
の
雰
囲
気

は
と
て
も
良
く
、
全
員
で
切
磋
琢
磨
し
て

頑
張
れ
ま
し
た
。
陶
山
先
生
か
ら
「
今
年

は
イ
ン
カ
レ
が
狙
え
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
結
果

み
ご
と
に
九
州
で
二
位
と
な
り
団
体
権

を
獲
得
し
、
日
本
学
生
選
出
権
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
友
人
や

家
族
、
陶
山
先
生
の
お
陰
で
水
泳
を

頑
張
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
保
育
士
と
し
て
日
々

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
高
校
の
時
か
ら
夢
は
日
本
一

で
し
た
。
高
校
で
叶
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
短
大
で
も
弓
道
を

続
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
入
学

し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
段
々
と
実
力

が
落
ち
、
大
会
で
は
的
中
が
半
分
以
下

に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
さ
れ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
。
泣
く
こ
と
し
か
で
き
ず
、

苦
し
い
ば
か
り
で
、
初
め
て
弓
道
が

つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
指
導
者

も
お
ら
ず
、
全
く
上
達
し
な
い
中
、
常
に

支
え
て
く
れ
た
の
が
部
員
で

し
た
。
団
体
戦
の
楽
し
さ
、

緊
張
を
楽
し
む
姿
勢
、
弓
道

が
好
き
と
い
う
純
粋
な
心
全

て
を
弓
を
引
く
姿
で
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
真
っ

直
ぐ
弓
を
引
く
部
員
が
大
好
き

で
、
羨
ま
し
く
、
本
気
で
こ
の

人
た
ち
と
日
本
一
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
大
会

結
果
は
、
今
ま
で
出
場
し
た
九
州
大
会

で
は
全
て
入
賞
し
、
日
本
一
を
決
め
る

女
子
王
座
決
定
戦
で
は
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
勝
つ

度
お
め
で
と
う
と
言
っ
て
く
れ
た
友
達
、

一
番
近
く
で
応
援
し
、
最
後
ま
で
信
じ
て

く
れ
た
顧
問
の
河
野
先
生
、
何
よ
り
、

大
学
で
も
弓
道
を
続
け
さ
せ
て
く
れ
た

親
の
お
か
げ
で
す
。
５
年
間
の
弓
道

人
生
、
幸
せ
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
一
を
目
指
し
て

主

　将

　後
藤

　瑞
希

　

弓 道 部

二
年
間
を
振
り
返
っ
て

主

　将

　野
口

　紗
也
加

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
に
入
っ
て

部

　長

　井

　
　美
喜

H.29

H.30

　

　

12月13日

12月17日

12月22日

12月22日

12月23日

12月23日

12月24日

  4月  4日

  6月16日

  9月24日

12月10日

12月15日

12月16日

12月21日

12月23日

12月23日

12月24日

NHK「ゆうわくワイド大分」に生出演（本学125教室より）

トキハわさだタウン「ホリデー★ホリデー」２回公演

クリスマスコンサート（豊後大野市民病院ロビー）

クリスマスコンサート（トキハ本店）

クリスマスコンサート（あけのアクロス）２回公演

「冬のゆめはなび　2017」(You meタウン)

大分空港「ロビーコンサート」（OG・OB中心）２回公演

新入生歓迎ミニコンサート（本学85年館２F）　

学園祭開会行事で演奏（本学）

第23回九州ハンドベルフェスティバル（B-conフィルハーモニアホール）

日米友好協会クリスマス会で演奏（大分レンブラントホテル）

芸振文化キャラバン公演　・アートプラザ開館20周年記念

　「クリスマス　アート　マーケットvol.32」で演奏会

トキハわさだタウン「ホリデー★ホリデー」２回公演

クリスマスコンサート（豊後大野市民病院）

大分空港「ロビーコンサート」（OG・OB中心）２回公演

ゆめタウン別府「冬のゆめはなび2018」出演

クリスマスコンサート（トキハインダストリー佐伯店）２回公演

ハンドベルリンガーズ
私 達 の 活 動

ハンドベルリンガーズ　「
絶
対
や
っ
て
よ
か
っ
た
っ
て
思
う
か
ら
、
一
緒
に
や
ろ
う
」

そ
う
先
輩
方
や
大
塚
先
生
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
、
入
学

し
て
数
ヶ
月
後
、
私
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

初
め
は
叩
き
方
ど
こ
ろ
か
、
楽
譜
も
リ
ズ
ム
も
分
か
ら
ず

不
安
で
し
た
が
、
初
め
て
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
難
し
い
箇
所
の
練
習
も
楽
し
く
感
じ
る
ほ
ど
ハ
ン
ド

ベ
ル
が
好
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
輩
方
の
言
葉

は
た
だ
の
誘
い
文
句
で
は
な
く
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　
二
年
間
で
様
々
な
場
所
で
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
で
直
接
嬉
し
い
反
響
を
い
た
だ
く

こ
と
に
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
目
を
開
い
て

注
目
し
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
く
れ

た
り
、
演
奏
を
聴
か
れ
た
方
が
「
素
敵
だ
っ
た
わ
」
と
声
を

か
け
て
下
さ
っ
た
り
す
る
度
に
心
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
機
会
を
下
さ
っ
た
大
塚
先
生
や
先
輩
方
、
活
動
に

関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

留学生学外研修
～日本文化に触れる旅～

国際交流課

　2018年12月15日（土）に留学生84名を連れて日田市へ学外研修に行きました。
　「食文化・歴史・伝統芸能を知ろう！」というテーマのもと日田市内３か所の施設を訪問しました。
　「食文化」では、味噌や醤油を麹から作る老舗「原次郎左衛門マルハラ」の工場店舗へ行き、日本の奥深い
麹文化を勉強しました。工場見学後、味噌や醤油の試食、試飲もさせてくれ、味や色の違いに興味津々でした。

「歴史」では、日本最大規模の私塾「咸宜園」へ。「咸宜園」に込められた意味、教育理念、当時の塾生たち
の様子の説明を受け、教育の大切さに触れました。「伝統芸能」では、
ユネスコ無形文化財に指定された「日田祇園山鉾」を見に行き、
日本のお祭りや山鉾の歴史を勉強しました。色とりどり、迫力ある
山鉾に学生たちは圧倒されていました。
　あっという間の楽しい時間。
　学生も大喜びの楽しい冬の一日でした。



ふくし・ふれ愛ひろば
地域・ふれ愛ひろば

平成30年度
介護福祉学科

お弁当コンテストお弁当コンテストお弁当コンテストお弁当コンテスト
食物栄養学科

大分おでかけ弁当

第
11
回

　
第
11
回
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
を
、
平
成
30
年
11
月

10
日
（
土
）
に
開
催
し
た
。
今
年
は
、
大
分
県
で
行
わ

れ
る
国
民
文
化
祭
「
お
お
い
た
大
茶
会
」
に
ち
な
み
、

家
族
や
仲
間
と
わ
い
わ
い
食
べ
ら
れ
る
お
弁
当
と
い
う

こ
と
で
、
テ
ー
マ
を
「
大
分
お
で
か
け
弁
当
」
と
し
た
。

　
大
分
県
の
特
産
品
を
入
れ
、
１
食
分
の
予
算
が

5
0
0
円
以
内
な
ど
を
条
件
と
し
、
県
内
の
高
校
と

大
学
、
本
学
学
生
よ
り
2
8
3
通
も
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
。
書
類
選
考
の
結
果
、
10
作
品
が
本
審
査
（
調
理
・

試
食
審
査
）
に
出
場
し
た
。
本
審
査
で
は
、
受
付
か
ら

開
閉
会
式
の
司
会
進
行
、
賞
状
作
成
等
を
す
べ
て
本
学

学
生
が
務
め
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
積
ん
で
き
た
。
大
分
県
、
別
府
市
、

杵
築
市
、
日
出
町
、
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
、
別
府
市
観
光
協
会
、

別
府
市
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
連
合
会
の
職
員
及
び
県
内
家
庭
科
教
諭
、
本
学
食
物

栄
養
学
科
長
が
審
査
員
と
な
り
、
調
理
技
術
・
衛
生
面
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・

見
た
目
・
味
な
ど
か
ら
審
査
し
た
。
大
分
県
産
米
「
つ
や
姫
」（
大
分
県
米
消
費

拡
大
推
進
協
議
会
）
や
大
分
県
産
乾
椎
茸
（
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
）、

カ
ボ
ス
（
大
分
県
カ
ボ
ス
振
興
協
議
会
）
を
提
供
い
た
だ
き
、
当
日
の
お
弁
当

作
品
の
食
材
お
よ
び
、
本
学
学
生
手
作
り
の
昼
食
（
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
）
に

使
用
さ
れ
、
全
員
で
試
食
し
た
。

　「
大
分
お
で
か
け
弁
当
」
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ど
の
チ
ー
ム
も
華
や
か

で
、
見
た
だ
け
で
楽
し
い
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
お
弁
当
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
東
九
州
龍
谷
高
等
学
校
の
チ
ー
ム
〝
カ
ラ
ン
コ
エ
〞
の

「
メ
モ
リ
ー
」
は
、
大
分
県
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
将
来
家
族
が

で
き
た
と
き
に
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
食
べ
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、

彩
り
が
よ
く
豪
華
な
お
弁
当
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。
本
学
二
年
生
は
大
分
県

椎
茸
農
業
協
同
組
合
長
賞
で
あ
っ
た
。
本
学
学
生
も
、
何
度
も
試
作
を
重
ね

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
来
年
は
も
っ
と
工
夫
し
て
、
最
優
秀
賞
を
と
り
た
い

と
来
年
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

　
介
護
人
材
育
成
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
介
護

福
祉
学
科
発
足
当
初
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
「
ふ
く
し
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん
デ
イ
〜
」

を
今
年
も
開
催
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、

１
回
目
は
県
内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園

ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
と
２
回
目
は
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園
　
地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
や
地
域
の
高
齢
者
に
、

介
護
の
素
晴
ら
し
さ
や
食
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て

披
露
し
た
。

１
回
目
　
「
溝
部
学
園 

ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
平
成
30
年
11
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
00
分
〜
14
時
00
分

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟

　
　
　
　
　
　
1
階
介
護
実
習
室
・
2
階
介
2
教
室

〈
対
象
者
〉
高
校
生
23
名
　
学
内
関
係
者
11
名

２
回
目
　
「
溝
部
学
園 

地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
00
分
〜
13
時
00
分

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟

　
　
　
　
　
　
1
階
介
護
実
習
室
・
2
階
介
2
教
室

〈
対
象
者
〉
亀
川
東
町
50
名
　
学
内
関
係
者
６
名

　
テ
ー
マ
を
『
ほ
ん
わ
か
介
護
く
ん
』
と
決
め
、「
ほ
ん

と
う
に
わ
か
っ
て
す
る
介
護
」
の
必
要
性
を
視
覚
・

聴
覚
に
訴
え
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
介
護
福
祉
学
科
学
生

と
教
員
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
統
括
・
劇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

食
事
班
に
学
生
が
分
か
れ
、
各
班
と
も
に
福
祉
・
介
護
の
魅
力
が
伝
わ
る

よ
う
参
加
者
自
ら
が
体
感
で
き
る
企
画
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
対
象
者
の

特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
と
す
る
た
め
に
、
学
生
が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り

組
ん
だ
。

　
１
・
２
年
次
生
が
協
働
で
一
つ
の
大
き
な
行
事
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は

貴
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
の
学
生
自
身
の
成
長
や
自
信
へ
と
繋
が
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
年
で
38
回
目
と
な
る
幼
児
教
育
学
科
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、「
子
ど
も
の

た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
12
月
６
日
（
木
）
に
大
分
会
場

（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
）
、
12
月
８
日
（
土
）
に
別
府
会
場
（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）

で
行
わ
れ
た
。
今
年
も
県
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
等
施
設
か
ら
50
園
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
約
2
，3
0
0
名
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
例
年
通
り
学
長
、
副
学
長
の
挨
拶
の
後
、
恒
例
と
な
っ
た

「
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｎ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
全
員
の
意
気

込
み
を
表
現
し
た
。
各
演
目
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

・
１
年
生
：「
僕
の
大
冒
険
〜
夢
の
中
へ
よ
う
こ
そ
〜
」

　
り
ゅ
う
ま
君
は
夢
の
中
で
電
車
に
乗
っ
て
野
菜
駅
や
動
物
駅
、
お
ば
け
駅
に

到
着
し
、
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
出
会
い
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
と

一
体
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
ク
イ
ズ
を
し
た
り
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

・
２
年
生
：「
白
雪
姫
と
ル
シ
フ
ァ
ー
の
物
語
」

　『
白
雪
姫
』
を
モ
チ
ー
フ
に
、「
美
し
さ
」
と
は
何
か
を
考
え
、
誰
か
を
想
う

心
を
描
き
ま
し
た
。
辛
い
時
も
自
分
だ
け
で
な
く
、
外
側
に
あ
る
世
界
を

見
つ
め
感
謝
す
る
心
を
持
ち
、
友
達
と
助
け
合
う
こ
と
で
希
望
が
生
ま
れ
、

苦
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
表
現
し
た
。

　『
フ
ィ
ナ
ー
レ
』
で
は
、
先
輩
の
作
っ
た
伝
統
あ
る
「
ス
マ
イ
ル
」
を
公
演

で
の
感
激
を
噛
み
締
め
な
が
ら
合
唱
し
、

笑
顔
、
涙
を
流
す
学
生
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

　
毎
年
こ
の
催
し
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て

い
る
園
も
あ
り
、
今
年
も
大
盛
況
で
幕
を

閉
じ
た
。

日
　
時
　
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
18
：
00
〜
19
:

30

　
　
　
　
入
場
無
料

会
　
場
　
J
：
c
o
m
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　『
バ
ラ
バ
ラ
で
何
が
悪
い
』
一
人
一
人
の
個
性
を

　
　
　
　
表
現
し
た
作
品
を
発
表

作
品
内
容

P
A
R
T
1
『
高
校
生
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』

　
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
・
別
府
溝
部
学
園
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
が
16
点
の
作
品
を
披
露
。

　
大
分
の
高
校
生
が
頑
張
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

創
造
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力
を
滋
養
し
、
家
庭
科
教
育

の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
広
く
皆
様
に

ご
認
識
い
た
だ
き
た
く
企
画
し
た
。

P
A
R
T
2

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
の
学
生
が
、
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
た

作
品
に
し
よ
う
と
考
え
、
製
作
し
た
衣
装
29
点
を
披
露
。

　
デ
ザ
イ
ン
か
ら
縫
製
、
B
G
M
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ

ス
ン
や
メ
イ
ク
、
小
物
作
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
ま
で
、

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
品
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
等
を
発
表
。

　
製
作
期
間
は
４
月
か
ら
始
め
て
約
11
ヶ
月
。

　
今
年
は
卒
業
生
の
作
品
４
点
と
モ
デ
ル
と
し
て
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
G
E
E
の
皆
さ
ん
、
学
生
の
友
人
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
会
場
は
、
高
校
生
・
友
人
・
一
般
の
方
々
・
就
職
先

企
業
様
・
保
護
者
の
方
々
・
卒
業
生
の
皆
さ
ん
・
本
学
関

係
者
の
方
々
約
2
8
0
名
の
観
客
の
皆
様
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

　
ラ
ン
ウ
ェ
イ
の
高
校
生
、
短
大
生
、
ダ
ン
サ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
一
人
一
人
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
似
合
っ
た
衣
装
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
や
メ
イ
ク
・
照
明
効
果
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、
会
場
の
観
客
の
皆
様
の
視
線
を
釘
付
け
に

し
た
。

　
卒
業
後
　
ア
パ
レ
ル
業
界
・
ソ
ー
イ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
就
職
が
決
定
し
て
い
る
。

　
就
職
内
定
現
時
点
で
1
0
0
％
（
H
31
.
2
月
現
在
）

日
　
時
　
平

会
　
場
　
J

テ
ー
マ
　

作
品
内
容

P
A
R
T
1

P
A
R
T
2

ス
ン
や
メ
イ
ク
、
小
物
作
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
ま
で

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
品
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
等
を
発
表

チ
ー
ム
G
E
E
の
皆
さ
ん
、
学
生
の
友
人
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

企
業
様
・
保
護
者
の
方
々
・
卒
業
生
の
皆
さ
ん
・
本
学
関

係
者
の
方
々
約
2
8
0
名
の
観
客
の
皆
様
で
大
盛
況
だ
っ

は
、
一
人
一
人
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
似
合
っ
た
衣
装
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
や
メ
イ
ク
・
照
明
効
果
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、
会
場
の
観
客
の
皆
様
の
視
線
を
釘
付
け
に

し
た
。

し
て
就
職
が
決
定
し
て
い
る
。

54th FASHION SHOW
平成31年3月15日　第68号（ 6 ）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報



【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美
　
木
下
美
菜
子
　
後
藤
　
瑞
希

末
松
み
ず
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

明
石
久
美
子
　
宮
本
　
友
梨

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　
晴
菜
　
木
代
　
智
美

第
115
回
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験（
表
計
算
）合
格
者

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

木
代
　
智
美

第
65
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
７
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

阿
部
　
礼
奈
　

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

明
石
久
美
子
　
麻
生
　
晴
菜
　
井
元
　
志
音

木
代
　
智
美
　
高
畴
菜
津
子
　
　
　
　
　
　

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美
　
木
下
美
菜
子
　
後
藤
　
瑞
希

末
松
み
ず
き
　
中
山
　
美
鈴
　
　
　
　
　
　

【
２
　
級
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

土
谷
　
香
乃

第
43
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美
　
木
下
美
菜
子
　
後
藤
　
瑞
希

中
山
　
美
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
67
回
文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

高
畴
菜
津
子
　
宮
本
　
友
梨

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　
晴
菜

第
53
回
パ
ソ
コ
ン
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
日
本
語
合
格
者

（
平
成
30
年
７
月
実
施
）

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

青
柳
　
裕
香

【
３
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

砂
野
　
秀
朗

第
55
回
パ
ソ
コ
ン
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
英
文
合
格
者

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美

第
115
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

松
井
　
陽
南
　
フ
ェ
リ
ザ
ー
ル
聖

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

大
谷
真
央
佳

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

巣
野

　里
歩

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

後
藤
真
奈
美

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

砂
野
　
秀
朗

【
２
　
級
】

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

森
口
可
奈
恵

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

　
栗
原
　
由
香
　
檜
垣
　
し
の

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

東
　
佑
衣
奈

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

田
邉
　
莉
奈

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

髙
島
羽
衣
子

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

橋
本
　
華
恋
　
和
田
　
愛
梨
　
日
髙
　
　
牧

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

安
東
　
天
地
　
清
原
　
沙
良
　
清
原
　
莉
々

宗
像
　
康
宏
　
米
田
　
拓
真
　
松
川
　
尚
史

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

木
村
こ
こ
ろ

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

尾
崎
　
智
珠
　
中
村
　
莉
奈

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

上
田
　
義
浩

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

長
谷
川
真
理
子

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
２
年
）

片
山
　
桃
子

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）山本

　
彩
夏
　
油
布
　
晃
菜

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）加藤

　
達
樹
　
髙
榎
　
未
来

第
117
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
1
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

木
下
美
菜
子

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
（
秋
）
2
年
）

S
H
E
N 

Y
I
F
A
N

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

井
元
　
志
音

第
113
回
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験（
表
計
算
）合
格
者

（
平
成
30
年
７
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

高
畴
菜
津
子

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
能
力
認
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
11
月
実
施
）

【
エ
キ
ス
パ
ー
ト
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

永
友
絵
里
夏

【
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

明
石
久
美
子
　
麻
生
　
晴
菜
　
井
元
　
志
音

宮
本
　
友
梨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
能
力
認
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
11
月
実
施
）

【
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

明
石
久
美
子
　
麻
生
　
晴
菜
　
宮
本
　
友
梨

色
彩
検
定
合
格
者

（
平
成
30
年
11
月
実
施
）

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

大
谷
真
央
佳
　
木
村
こ
こ
ろ
　
東
　
佑
衣
奈

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

尾
崎
　
智
珠
　
高
田
亜
耶
加
　
田
邉
　
莉
奈

第
48
回
診
療
報
酬
請
求
事
務
能
力
認
定
試
験（
医
科
）合
格
者

（
平
成
30
年
７
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美
　
木
下
美
菜
子

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
合
格
者

（
平
成
30
年
11
月
実
施
）

【
２
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

伊
藤
　
美
幸

【
３
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

安
東
　
天
地
　
清
原
　
沙
良
　
清
原
　
莉
々

米
田
　
拓
真
　
砂
野
　
秀
朗
　
松
川
　
尚
史

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
証

（
平
成
31
年
３
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
）

井
　
　
美
喜
　
石
川
萌
々
花
　
栗
林
　
　
礼

小
城
　
麻
耶
　
清
家
　
　
俊
　
鳥
越
　
葉
月

平
尾
　
優
姫
　
廣
瀨
　
達
也
　
深
見
　
次
瑛

古
川
　
美
紀
　
松
下
　
美
咲
　
三
島
　
明
子

持
丸
　
奈
菜
　
山
口
　
愛
理
　
山
下
　
美
香

渡
邉
美
紗
樹
　
渡
辺
　
桃
香
　
中
　
　
拓
実

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

安
東
　
天
地
　
井
ノ
口
和
也
　
加
藤
　
達
樹

清
原
　
沙
良
　
清
原
　
莉
々
　
次
良
丸
　
淳

髙
榎
　
未
来
　
宗
像
　
康
宏
　
米
田
　
拓
真

砂
野
　
秀
朗
　
松
川
　
尚
史
　
　
　
　
　
　

（
科
目
等
履
修
生
）

城
　
　
達
也

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

（
平
成
30
年
12
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

染
矢
　
沙
希
　
長
谷
川
真
理
子

（
介
護
福
祉
学
科
1
年
）

安
部
菜
々
美
　
井
浦
　
詩
織
　
稲
田
　
　
岬

衛
藤
　
響
希
　
酒
井
　
梨
乃
　
泥
谷
　
斉
茂

　
平
成
30
年
６
月
16
日
（
土
）・

17
日
（
日
）
に
わ
た
り
、
第
63
回

姫
山
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
・

大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

合
同
で
実
施
さ
れ
る
学
園
祭
は
、

木
代
智
美
実
行
委
員
長
（
姫
山
会

会
長
）
を
中
心
に
歯
科
の
学
友
会
、

学
志
会
と
共
に
実
行
委
員
が

組
織
さ
れ
、
学
生
役
員
全
体
で

準
備
を
進
め
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
S
H
I
N
E
」
。

こ
れ
は
『
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

最
高
の
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
』

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
迎
え
た
初
日
、
溝
部
仁
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
有
志
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
し
て
、
介
護
福

祉
学
科
１
・
２
年
生
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
の
演
奏
へ
と
続
き
、素

晴
ら
し
い
音
色
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
男
女
装
・
Mr

&
Ms
コ
ン
テ
ス
ト
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
大

会
、
沖
縄
県
人
会
の
エ
イ
サ
ー
と
続
き
、
大
分

県
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
S
p
a
t
i
o
」
に
よ
る

ラ
イ
ブ
で
は
、
一
般
来
場
者
の
方
も
多
数
参
加

さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を
皮
切
り

に
、
学
園
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ラ
イ
ブ
へ
と
移
り
ま
し
た
。
今
年
の
ゲ
ス
ト
は

「
S
・
A
・
G
・
A
　
さ
が
〜
♪
」
で
有
名
な

『
は
な
わ
』
さ
ん
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
昨
年

発
売
さ
れ
た
名
曲
「
お
義
父
さ
ん
」
を
生
演
奏

で
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
涙
す
る
学
生
も
ち
ら

ほ
ら…

。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て

い
た
高
校
生
も
多
数
観
覧
し
、
間
近
で
み
る

有
名
人
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
の

後
大
盛
況
の
内
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
経
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
や
実
行
委
員
が
テ
ー
マ
の

通
り
「
輝
い
た
」
最
高
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

併
せ
て
６
月
の
梅
雨
の
時
期
に
２
日
間
晴
天
が

続
き
、
そ
ち
ら
も
「
S
H
I
N
E
」
で
学
園
祭

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
第
13
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
そ
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
「
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
井
　
美
喜
さ
ん
は
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン
の
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』

を
読
ん
で
、
レ
イ
チ
ェ
ル
は
自
然
に
触
れ
る
こ
と

が
若
い
甥
の
ロ
ジ
ャ
ー
に
善
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
強
く
信
じ
、
そ
の
善
い
影
響
が
世
界
中

の
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
本
の
中
の
「
も
し
も
わ
た
し
が
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
善
良
な
妖
精

に
話
し
か
け
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

世
界
中
の
子
ど
も
に
、
生
涯
消
え
る
こ
と
の
な
い

『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
＝
神
秘
さ
や
不
思
議

さ
に
目
を
見
は
る
感
性
』
を
授
け
て
ほ
し
い
と

た
の
む
で
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
か
ら
感
じ
ら
れ

ま
す
。
保
育
者
を
目
指
す
私
は
こ
れ
ま
で
子
ど
も

に
ど
う
自
然
へ
の
感
受
性
を
教
え
ら
れ
る
の
か
を

課
題
に
感
じ
て
い
た
が
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
後
は

子
ど
も
か
ら
ま
た
ど
の
よ
う
な
自
然
へ
の
興
奮
を

教
え
て
も
ら
え
る
の
か
を
想
像
し
て
わ
く
わ
く

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
読
書
感
想
文
の
部
】

　
最
優
秀
賞

　
　
井
　
　
美
喜
（
幼
教
二
年
）

　
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
を
読
ん
で

　
優
秀
賞

　
　
加
藤
　
　
彩
　
（
幼
教
一
年
）

『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』
を
読
ん
で

　
　
日
高
　
　
牧
　
（
幼
教
一
年
）

『
命
の
授
業
』
を
読
ん
で

　
　
清
原
　
莉
々
　
（
介
護
二
年
）

『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』
を
読
ん
で

　
佳
作

　
　
安
部
菜
々
美
　
（
介
護
一
年
）

『
夜
回
り
先
生
』
を
読
ん
で

　
　
麻
生
　
晴
菜
　
（
ラ
イ
フ
二
年
）

『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に
』
を
読
ん
で

　
　
清
原
　
沙
良
　
（
介
護
二
年
）

『
少
女
は
卒
業
し
な
い
』
を
読
ん
で

　
　
朝
光
　
萌
梨
　
（
幼
教
二
年
）

『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』
を
読
ん
で

　
　
松
川
　
尚
史
　
（
介
護
二
年
）

『
少
女
パ
レ
ア
ナ
』
を
読
ん
で

【
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

　
最
優
秀
賞

　
　
麻
生
　
晴
菜
　
（
ラ
イ
フ
二
年
）

　

　
　注
（
介
護
＝
介
護
福
祉
学
科
・
幼
教
＝
幼
児
教
育
学
科
・

ラ
イ
フ
＝
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
）
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★

王
　
　
艳
莉
　
永
渕
　
典
子
　
原
田
浩
太
朗

福
本
　
幸
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
修
了
証
書

（
平
成
31
年
３
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

岩
男
真
那
美
　
木
下
美
菜
子
　
後
藤
　
瑞
希

末
松
み
ず
き
　
中
山
　
美
鈴
　
　
　
　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
2
年
）

芦
苅
江
里
奈
　
甲
斐
絵
利
香
　
河
野
　
瑞
樹

酒
井
　
陽
菜
　
田
仲
　
未
来
　
奴
留
湯
さ
や

野
村
真
梨
奈
　
林
　
　
郁
海
　
平
早
水
風
香

平
薮
　
優
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

安
東
　
天
地
　
井
ノ
口
和
也
　
加
藤
　
達
樹

清
原
　
沙
良
　
清
原
　
莉
々
　
次
良
丸
　
淳

髙
榎
　
未
来
　
宗
像
　
康
宏
　
米
田
　
拓
真

砂
野
　
秀
朗
　
松
川
　
尚
史
　
　
　
　
　
　

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
基
礎
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
平
成
31
年
３
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

土
谷
　
香
乃

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
応
用
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
平
成
31
年
３
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

土
谷
　
香
乃

各
種
技
能
検
定
試
験
合
格
者
一
覧

祝祝祝

姫  山  祭第63回

第
13
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
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【
食
物
栄
養
学
科
】

1 

玖
珠
町
産
大
麦
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
開
発

（
研
究
者
）
芦
苅
江
里
奈
・
甲
斐
絵
利
香

河
野
　
瑞
樹
・
高
橋
　
菜
保

酒
井
　
陽
菜
・
奴
留
湯
さ
や

　
子
ど
も
に
好
ま
れ
る
大
麦
粉
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
開
発
と
嗜
好
調
査
を
し
た
。

特
に
じ
り
焼
き
大
麦
ボ
ー
ル
と
大
麦

タ
ル
ト
は
人
気
が
あ
り
大
麦
粉
を
1
0
0
％

使
用
し
て
作
る
事
が
で
き
た
。

２ 

３
R
I
S
E
レ
シ
ピ
開
発

　 

〜
杵
築
市
・
日
出
町
・
別
府
市
の
特
産
品
を
活
用
〜

（
研
究
者
）
金
丸
　
茉
央
・
高
橋
　
未
来

浜
口
　
　
楓
・
堀
　
　
成
実

平
早
水
風
香
・
平
薮
　
優
香

　
住
民
の
方
や
県
外
の
方
に
地
域
の

特
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
県
産
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
開
発
を
行
い
別
府
湾

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
キ
ッ
シ
ュ
と
ス
ム
ー

ジ
ー
を
販
売
し
た
。

３ 

地
獄
蒸
し
料
理
の
開
発

（
研
究
者
）
岡
嶋
　
真
夏
・
佐
々
木
美
南

中
尾
　
　
唯
・
松
島
　
孝
典

　「
別
府
の
地
獄
蒸
し
の
良
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
地
獄

蒸
し
料
理
（
ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
・

ジ
ャ
ン
ボ
茶
碗
蒸
し
）
を
開
発
し
た
。

蒸
気
量
を
加
減
す
る
と
、
加
熱
温
度
を

調
節
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

４ 

七
瀬
柿
を
使
用
し
た
加
工
品
の
レ
シ
ピ
開
発

（
研
究
者
）
佐
藤
　
真
衣
・
田
仲
　
未
来

野
村
真
梨
奈
・
林
　
　
郁
海

　
J
A
お
お
い
た
か
ら
依
頼
さ
れ
七
瀬
柿

を
利
用
し
た
加
工
品
の
レ
シ
ピ
開
発
を

し
た
。
渋
戻
り
や
退
色
を
考
慮
し
な

が
ら
試
作
を
繰
り
返
し
、
現
時
点
で

完
成
品
に
近
い
も
の
を
レ
シ
ピ
集
に

ま
と
め
た
。

５ 

大
分
県
地
元
ゆ
か
り
の
野
菜
レ
シ
ピ

　 

開
発
お
よ
び
普
及
活
動

（
研
究
者
）
塩
手
　
　
唯
・
玉
田
麻
都
花

山
本
　
美
奈
　
　
　
　
　
　

　
大
分
の
地
元
ゆ
か
り
の
野
菜
を
使
用

し
た
レ
シ
ピ
の
考
案
と
、
伝
承
を
目
的

と
し
活
動
し
て
き
た
。
地
元
ゆ
か
り
の

野
菜
を
使
っ
て
宗
麟
か
ぼ
ち
ゃ
の
コ
ロ
ッ
ケ

の
販
売
、
ひ
め
や
ま
幼
稚
園
で
の
嗜
好
・

認
知
度
調
査
を
行
っ
た
。

６ 

ス
ポ
ー
ツ
系
生
徒
の
競
技
力
向
上
に

　 

向
け
た
食
生
活
の
改
善

（
研
究
者
）
秦
野
　
恵
美
　
　
　
　
　
　

　
運
動
部
に
所
属
す
る
高
校
生
を
対
象

に
、
健
康
・
疲
労
回
復
や
競
技
力
向
上

の
た
め
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
研
究

し
た
。
生
徒
達
は
、
体
成
分
分
析
の
計
測

や
食
材
と
栄
養
素
な
ど
の
知
識
を
得
る

こ
と
で
、
食
生
活
の
自
己
管
理
意
識
が

高
め
ら
れ
た
。

【
幼
児
教
育
学
科
】

1 

短
期
大
学
生
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
に

　
　
つ
い
て

　
　 

〜
学
年
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
違
い
〜

（
研
究
者
）
小
戸
　
唯
奈
・
渡
邉
美
紗
樹

瓜
生
　
桃
花
・
松
下
　
美
咲

三
島
　
明
子
　
　
　
　
　
　

　
大
学
生
活
と
い
う
急
激
な
環
境
変
化
や

2
年
制
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
短
期
大
学
生
を
対
象
に
調
査
し
た
。

ま
た
、
学
年
に
よ
っ
て
違
い
に
つ
い
て
も

短
期
大
学
生
91
名
を
対
象
に
質
問
紙
調
査

を
実
施
し
た
。

２ 

A
S
D
の
療
育
訓
練
の
実
際

　
　 

〜
事
例
検
討
に
よ
る
一
考
察
〜

（
研
究
者
）
古
川
　
美
紀
・
浜
口
　
　
葵

森
本
　
舞
花
　
　
　
　
　
　

　
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
幼
児
が
療
育

訓
練
を
通
し
て
見
え
た
成
長
や
変
化
の

過
程
を
事
例
検
討
し
た
。
ま
た
保
育
園

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
再
確
認
し
な

が
ら
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

３ 

色
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

（
研
究
者
）
三
浦
　
成
喜
・
髙
村
　
鮎
花

栗
林
　
　
礼
・
平
尾
　
優
姫

深
見
　
次
瑛
・
持
丸
　
奈
菜

　
色
は
子
ど
も
達
の
感
情
・
思
考
に
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。

カ
ラ
ー
と
モ
ノ
ク
ロ
の
創
作
紙
芝
居
を

３
つ
の
園
で
実
演
し
、
年
齢
・
男
女
差

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
力
の
違
い
が

出
る
か
分
析
し
た
。

４ 

外
国
人
家
庭
の
不
安
や
文
化
を
理
解
し
、
求
め

　
　
ら
れ
る
保
育
を
す
る
為
に
は

（
研
究
者
）
谷
口
　
真
子
・
宇
留
嶋
郁
音

江
崎
　
　
桜
・
梶
本
　
佳
奈

清
家
　
　
俊
・
長
谷
部
真
保

　
別
府
市
在
住
の
外
国
人
は
4
3
0
1
人

で
あ
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
園
に
通
う

外
国
人
家
族
や
、
外
国
人
の
通
う
園
側

が
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い

調
べ
た
。

５ 

自
然
体
験
と
子
ど
も
の
成
長
と
の

　
　
関
連
に
つ
い
て

（
研
究
者
）
井
　
　
美
喜
・
畠
山
　
詩
織

岡
部
　
滉
大
・
坂
本
　
竣
哉

本
山
　
結
麻
　
　
　
　
　
　

　
幼
稚
園
教
育
要
領
等
、
自
然
体
験
に

ま
つ
わ
る
内
容
が
共
通
し
て
示
さ
れ
て

い
る
。
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

幼
児
期
の
自
然
体
験
が
成
人
後
に
及
ぼ
す

影
響
を
調
査
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

６ 

こ
ど
も
食
堂
の
実
際
か
ら
と
ら
え
る

　
　
子
育
て
支
援
の
展
開

　
　 

―
地
域
社
会
の
形
成
を
導
く
子
育
て

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
支
援
へ
の
取
り
組
み
―

（
研
究
者
）
小
城
　
麻
耶
・
山
下
　
美
香

安
部
　
円
香
・
氏
川
　
陽
之

利
光
　
桂
花
・
廣
瀬
　
達
也

室
　
　
風
華
　
　
　
　
　
　

　
研
究
Ⅰ
で
日
本
の
こ
ど
も
食
堂
の
実
態

を
調
査
し
、
研
究
Ⅱ
で
大
分
県
の
実
際

と
課
題
を
検
討
し
た
。
研
究
Ⅲ
で
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
契
機
と
な
る
ポ
ス

タ
ー
を
制
作
し
、
学
内
に
掲
示
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

７ 

「
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
根
拠
に

　
　
基
づ
く
実
践
の
現
状
と
課
題
」

　
　 

〜
施
設
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
〜

（
研
究
者
）
植
木
　
世
納
・
姫
野
　
　
文

　
児
童
養
護
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
根
拠
に
基
づ
い
た
実
践
（
E
B
P
）
」
は

有
効
な
考
え
方
で
あ
る
。
施
設
職
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
そ
の
課
題

を
考
え
る
。

８
　
世
界
の
保
育

　
　 

〜
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
と
テ
フ
ァ
リ
キ
の

　
　 
　
保
育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

（
研
究
者
）
野
口
紗
也
加
・
朝
光
　
萌
梨

上
田
恵
理
菜
・
櫻
井
　
萌
香

城
　
　
純
令
・
渡
辺
　
桃
香

　
保
育
の
方
法
を
諸
外
国
か
ら
学
び

役
立
て
た
い
と
考
え
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

教
育
と
テ
フ
ァ
リ
キ
の
保
育
に
つ
い
て

研
究
し
、
実
際
に
製
作
等
を
行
い
、
得
意

な
事
を
伸
ば
し
、
保
育
発
展
の
参
考
に

し
た
。

９ 

就
学
前
施
設
に
お
け
る
年
間
行
事
に

　
　
関
す
る
一
考
察
‐
幼
稚
園
、
保
育
所
、

　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
比
較
を
通
し
て
‐

（
研
究
者
）
工
藤
　
　
霞
・
鳥
越
　
葉
月

山
口
　
愛
理
　
　
　
　
　
　

　
園
の
保
育
・
教
育
行
事
に
関
す
る
計
画

か
ら
実
施
ま
で
の
流
れ
を
調
査
し
、

保
育
者
の
視
点
か
ら
日
々
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
て
い
る
か
を

検
討
し
た
。

10 

幼
児
期
か
ら
変
化
す
る
運
動
へ
の
興
味
・

　
　
関
心

（
研
究
者
）
中
　
　
拓
実
・
岡
本
　
柊
希

石
川
萌
々
花
・
佐
野
　
　
楓

　
幼
児
期
に
運
動
が
好
き
だ
っ
た
、
嫌
い

だ
っ
た
子
ど
も
が
幼
児
期
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
運
動
に
対
す
る
興
味
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
、
今
ま
で
の
運
動

経
験
等
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

11 

保
育
期
に
お
け
る
絵
本
の
魅
力

　  

〜
子
ど
も
の
五
領
域
（
健
康
・
人
間
関
係
・

　  

環
境
・
言
葉
・
表
現
）
の
育
ち
と
の
関
連
〜

（
研
究
者
）
酒
井
優
莉
奈
・
酒
井
　
佐
羽

岩
本
華
奈
美
・
漆
間
　
紗
希

　
絵
本
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
を
、
実
習
の

際
に
観
察
、
調
査
を
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

【
介
護
福
祉
学
科
】

1 

介
護
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
　 

〜
質
問
紙
調
査
か
ら
見
え
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

現
状
と
課
題
〜

（
研
究
者
）
宗
像
　
康
宏
・
清
原
　
莉
々

米
田
　
拓
真
　
　
　
　
　
　

　
同
世
代
の
若
者
が
介
護
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
職
場

で
働
く
介
護
職
員
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を

抱
え
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る

の
か
を
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。

　
調
査
方
法
と
し
て
高
校
、
大
学
、
施
設

と
視
野
を
広
く
見
て
質
問
紙
調
査
を
実
施

し
、
介
護
の
興
味
・
関
心
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
た
。

２ 

福
祉
用
具
に
つ
い
て

　
　 

〜
車
椅
子
の
今
昔
〜

（
研
究
者
）
松
川
　
尚
史
・
井
ノ
口
和
也

加
藤
　
達
樹
・
清
原
　
沙
良

　
車
椅
子
の
歴
史
を
調
べ
、
現
在
ど
の

よ
う
な
車
椅
子
の
種
類
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
進
化
を
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
研
究
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
施
設
に
入
所
し
て
い
る
利
用
者
や
施
設

職
員
、
製
造
元
、
販
売
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
り
、
車
椅
子
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
研
究
を
し
て

い
く
中
で
、
車
椅
子
が
利
用
者
に
と
っ
て

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

３ 

2
0
2
5
年
問
題
に
向
け
て

　
　 

〜
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

お
け
る
現
状
と
課
題
〜

（
研
究
者
）
砂
野
　
秀
朗
・
安
東
　
天
地

次
良
丸
　
淳
・
高
榎
　
未
来

　
数
年
後
、
2
0
2
5
年
問
題
に
直
面

す
る
。
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
介
護

か
ら
方
針
を
転
換
し
、
地
域
密
着
型
の

包
括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

め
ざ
し
、
不
足
す
る
介
護
人
材
や
あ
ふ

れ
る
待
機
高
齢
者
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
新
た
な
「
終
の
棲
家
」
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
住
宅
環
境
に
つ
い
て
調
査

し
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
こ
の
研
究
目
的

と
し
た
。

【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
】

平
成
30
年
度

　 

「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス

卒
業
研
究
発
表
会
」

 

（
日
時
）

　 

2
0
1
9
年
１
月
28
日
（
月
）
14
時
30
分
〜

 

（
場
所
）本
館
３
Ｆ
階
段
教
室

 

（
内
容
）

1 

ス
マ
ホ
老
眼
に
つ
い
て

（
研
究
者
）
岩
男
真
那
美
　
　
　
　
　
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
た
こ
と
で

ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か

調
べ
た
と
き
に
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
に
つ
い
て

知
り
、
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。
老
眼
と

ス
マ
ホ
老
眼
の
違
い
に
つ
い
て
調
べ
、

文
部
科
学
省
が
調
査
し
た
高
校
生
以
下
の

視
力
の
変
化
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

２ 

リ
レ
ッ
ク
ス
ス
マ
イ
ル
と
レ
ー
シ
ッ
ク

　 

の
現
状
と
傾
向

（
研
究
者
）
木
下
美
菜
子
　
　
　
　
　
　

　
視
力
矯
正
手
術
で
よ
く
耳
に
す
る
も
の
に

レ
ー
シ
ッ
ク
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
、

リ
レ
ッ
ク
ス
ス
マ
イ
ル
と
い
う
手
術
方
法

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
シ
ッ
ク
と

リ
レ
ッ
ク
ス
ス
マ
イ
ル
の
違
い
に
つ
い
て

調
べ
る
上
で
手
術
手
順
、
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
施
術
数
、
費
用
な
ど
を

比
較
、
考
察
し
た
。

３ 

加
熱
式
た
ば
こ
の
現
状
と
動
向

（
研
究
者
）
後
藤
　
瑞
希
　
　
　
　
　
　

　
日
本
で
の
加
熱
式
た
ば
こ
の
シ
ェ
ア
は
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
加
熱
式
た
ば
こ
が

人
気
の
理
由
、
加
熱
式
た
ば
こ
と
紙
巻

き
た
ば
こ
の
違
い
に
つ
い
て
調
べ
た
。

さ
ら
に
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
有
害
性
成
分

が
低
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
被
害

は
低
減
す
る
の
か
ど
う
か
考
察
し
た
。

４ 

統
合
失
調
症
と
う
つ
病
の
違
い

（
研
究
者
）
末
松
み
ず
き
　
　
　
　
　
　

　
心
の
病
気
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
こ
ろ
、

う
つ
病
を
知
っ
て
い
る
人
は
約
８
割
に

対
し
、
統
合
失
調
症
で
は
３
割
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。
私
自
身
、
統
合
失
調
症
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
国
際
的

診
断
基
準
を
参
考
に
統
合
失
調
症
、
う
つ
病

と
の
違
い
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

５ 

無
痛
分
娩
に
つ
い
て

　
　 

〜
日
本
と
外
国
の
普
及
率
の
差
〜

（
研
究
者
）
中
山
　
美
鈴
　
　
　
　
　
　

　
無
痛
分
娩
の
概
要
や
外
国
と
比
べ
た

日
本
の
無
痛
分
娩
の
普
及
率
な
ど
に

つ
い
て
研
究
し
た
。
諸
外
国
の
分
娩
の

割
合
、
世
間
で
は
無
痛
分
娩
に
つ
い
て

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
現
在
の
日
本
の
無
痛
分
娩
の

問
題
点
を
提
起
し
、
考
察
し
た
。

卒
業
研
究
報
告 

〜
二
年
間
の
成
果
〜

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
学
外

研
修
は
、
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
の
博
多
座

で
、「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ

ネ
ッ
ト
」
を
１
、
２
年
生
全
員
で
観
劇

し
ま
し
た
。

　
舞
台
は
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
。
同
じ
イ
ニ

シ
ャ
ル
〝
Ｍ
Ａ
〞
を
持
つ
、
王
妃
マ
リ
ー

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
と
貧
し
い
娘
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
・
ア
ル
ノ
ー
。

　
贅
沢
な
暮
ら
し
を
満
喫
す
る
貴
族
と

パ
ン
一
つ
ま
と
も
に
食
べ
ら
れ
ず
、
飢
え

と
貧
困
に
苦
し
む
庶
民
、
対
照
的
な
２
人

の
〝
Ｍ
Ａ
〞
が
運
命
に
翻
弄
さ
れ
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
大
分
で
は
観
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
名

な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
学
生
達
は
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
キ
ャ
ス
ト
の
演
技
や

音
楽
・
照
明
・
最
新
技
術
を
用
い
た
舞
台
・

豪
華
な
衣
装
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に

目
を
奪
わ
れ
感
動
し
て
い
た
様
子
。
貴
重

な
経
験
を
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
、
27
日
に
毎
年
恒
例
の

学
外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
研
修
は
２
日
間
を
通
し
て
異
学
年
間

の
親
睦
と
絆
を
深
め
る
と
共
に
、
地
域

の
特
色
あ
る
産
業
や
歴
史
・
文
化
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い

知
識
・
教
養
の
習
得
と
視
野
の
拡
大
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
秋
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
初
の
試
み
と
し
て
、

世
界
農
業
遺
産
で
も
注
目
を
浴
び
て

い
る
国
東
半
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

山
間
地
域
で
は
ク
ヌ
ギ
林
と
ほ
だ
場

に
訪
問
し
、
国
東
半
島
な
ら
で
は
の

農
業
の
取
組
に
つ
い
て
お
話
し
を

伺
っ
た
り
、
長
崎
鼻
の
ひ
ま
わ
り

オ
イ
ル
の
取
組
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
水
産
分
野
で
は
、
国
東
わ
か
め

を
生
産
す
る
竹
永
海
商
や
、
新
た
な

水
産
事
業
と
し
て
国
東
O
Y
S
T
E
R
を

展
開
し
て
い
る
ヤ
ン
マ
ー
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
滞
在
先
で
は
、
教
員
と
学
生
の

混
合
班
に
分
か
れ
、
野
外
炊
飯
で

カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
初
め
て

火
お
こ
し
を
経
験
す
る
学
生
も
お
り
、

新
鮮
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
翌
日
の
校
外
実
習

報
告
会
で
は
、
２
年
生
は
自
身
の
実
習

の
振
り
返
り
、
１
年
生
は
翌
年
に

向
け
て
大
切
な
予
習
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
学
外
研
修
で
の
学
び

を
、
将
来
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

学
外
研
修

食
物
栄
養
学
科 

学
外
研
修

2
0
1
8
年
9
月
26
日（
水
）〜
27
日（
木
）　
場
所
：
国
東
半
島

2
0
1
8
年
９
月
25
日（
火
）　
場
所
：
博
多
座

平成31年3月15日　第68号（ 8 ）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報



最優秀作品

お魚
さばき
講座

　毎年４月初旬の「別府八湯温泉まつり」の
一環で、別府の主要な観光名所の写真やイラ
スト、キャッチコピーなどを組み合わせ、
訪れる観光客の方々を温かく迎えようと、
学生らしい趣向を凝らしたポスター作品を
制作し、ＪＲ別府駅構内で展示した。
　また７月末には、例年好評の「光のオブ
ジェ」の灯籠を、べっぷ火の海まつりの一環
で制作、展示をした。今年度は「おんせん県
おおいたinべっぷ」をテーマとし、段ボール
を使用したフレームに、学生各々が自由に表現
したグラフィックアートを貼り付け、昼には
カラフルなオブジェとして、夜には灯籠の中
の温かい灯りで昼間とは違った光のオブジェ
として、展示会場の一角に幻想的な雰囲気を
演出した。
　どちらの展示も、期間中に子どもから年配
の方まで、多くの方々が作品の前で足を止めて
下さり、学生の想いがこもった作品を、思い出
のひとつとして刻んでいただいた。

JR別府駅構内展示観光ポスター展示・
べっぷ火の海まつり光のアート参加

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
情
報

を
機
能
的
、
視
覚
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

時
代
が
求
め
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
豊
か
で
柔
軟
な
感
性
で
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

し
ま
し
た
。
第
3
回
の
テ
ー
マ
は
、「
異

世
界
」
。
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
多
く
の
高
校
生
、
学
生
か
ら
応
募

が
あ
り
、
若
々
し
い
感
性
あ
ふ
れ
た
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

 

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　最
優
秀
賞

　
　
工
藤
　
琴
羽
さ
ん

　
（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　優
秀
賞

　
　
赤
峰
　
花
澄
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
姫
野
　
萌
衣
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
宮
川
　
愛
里
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　入

　賞

　
　
田
鹿
　
杏
莉
さ
ん

（
津
久
見
高
等
学
校
３
年
）

　
　
渡
邉
　
桃
子
さ
ん

（
大
分
東
高
等
学
校
２
年
）

　
　
小
畑
　
藍
子
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
柴
山
　
彩
音
さ
ん

（
別
府
翔
青
高
等
学
校
１
年
）

　
　
尾
崎
　
智
珠
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
，
２
年
生

に
よ
る
「
第
19
回
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

2
0
1
9
」
が
、
平
成
31
年
２
月
21
日

（
木
）
〜
２
月
25
日
（
月
）
の
日
程
で
、

大
分
市
　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生

が
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、

素
描
、
工
芸
等
の
様
々
な
体
験
学
習
を

通
し
て
印
刷
、
出
版
、
広
告
業
界
で
必
要

と
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
や
知
識
、

技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
Ｃ
Ｇ
に
優
れ
た

Ｍ
ａ
ｃ
を
使
っ
て
制
作
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
作
品
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン
）
、
写
真
、
素
描
、
基
礎
デ
ザ

イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、
卒
業
生
作
品
な
ど

約
2
0
0
点
が
展
示
さ
れ
た
。
作
品
に
は

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
お
り
、

5
0
0
名
近
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

と
し
て
の
学
生
作
品
展
は
19
回
目
と

な
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
出
品
点
数

も
増
え
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

学
生
も
含
め
て
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

今
後
も
学
生
、
卒
業
生
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

2018年３月27日（火）～４月  ４日（水）JR別府駅構内
2018年７月27日（金）～28日（土）トキハ別府店　　    

ライフデザイン総合学科・
グラフィックデザインコース

　
幼
児
教
育
学
科
は
、
今
年
も
「
座
学
」

と
「
実
技
」
の
２
本
柱
で
実
施
し
た
。

　
初
め
に
「
座
学
」
の
実
習
反
省
会
。

１
・
２
年
生
の
混
合
テ
ィ
ー
ム
を
作
り
、

グ
ル
ー
プ
内
討
議
、
全
体
会
で
の
発
表
と

い
う
形
で
進
め
た
が
、「
施
設
」「
保
育
園
・

幼
稚
園
」
共
、
休
憩
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
、
充
実
し
た
濃
い
内
容
と
な
っ
た
。

２
年
生
の
経
験
談
や
感
想
は
、
自
分

た
ち
の
実
習
を
よ
り
深
化
す
る
機
会
に

な
っ
た
と
同
時
に
、
１
年
生
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
実
習
に
向
け
た
生
き
た

事
前
指
導
と
な
っ
た
。

　
後
半
は
、
諫
早
市
「
こ
ど
も
の
城
」
の

館
長
・
池
田
尚
先
生
を
お
招
き
し
て
の

講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

先
生
の
巧
み
な
話
術
・
歌
唱
力
・
表
現
力

に
魅
了
さ
れ
、
ま
る
で
魔
法
に
掛
け
ら

れ
た
よ
う
な
2
時
間
だ
っ
た
。
相
手
の

存
在
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
も
教
え

ら
れ
た
、
と
て
も
楽
し
く
も
心
に
響
い
た

充
実
し
た
研
修
で
あ
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
学
生
実
行
委
員
が
企
画

し
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
学
年
別
リ
レ
ー
。

学
科
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
、
様
々
な
こ
と
を

学
習
・
経
験
す
る
と
同
時
に
、
幼
教
魂

を
確
認
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

最
優
秀
賞

　
介
護
福
祉
学
科
・
学
外
研
修
と
し
て
、

福
岡
市
の
博
多
座
に
て
『
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
予
定
し
て

い
た
全
行
程
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
博
多
座
に
は
昨
年
も

訪
れ
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を

鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
と
同
様
の

約
２
時
間
半
の
舞
台
で
演
出
や
歌
声
に

一
同
引
き
こ
ま
れ
、「
ア
ッ
！
」
と

言
う
間
に
終
演
を
迎
え
た
と
い
う
印
象

で
し
た
。
多
く
の
学
生
が

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
凝
っ
た

演
出
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
る

と
共
に
、
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た

一
人
の
女
性
の
壮
大
な
ス
ト
ー

リ
ー
に
対
し
て
学
生
一
人

ひ
と
り
が
〝
人
間
の
尊
厳
や

命
〞
に
対
し
て
考
え
さ
せ

ら
れ
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
道
中
１
・
２
年
次
生

の
交
流
の
機
会
と
し
て
、

バ
ス
の
中
で
『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

を
行
い
、
今
ま
で
以
上
に
学
生
間
の

相
互
理
解
が
図
れ
ま
し
た
。『
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』
の
本
物
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
に
触
れ
た
今
回
の

経
験
は
、
今
後
、
介
護
福
祉
士
と
し
て

本
学
を
巣
立
っ
た
後
、
福
祉
の
現
場
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
際
の

ツ
ー
ル
と
し
て
非
常
に
役
立
つ
こ
と
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

食物栄養学科社会貢献演習では、学生一人ひとりの知識や技能を
社会で活かすために、課題解決のための学びを深めることをめざし
アクティブ・ラーニングとして運営しています。地方自治体や他
大学と連携しながら様々な取り組みを行っています。本年度は、
別府市・杵築市・日出町と別府湾サービスエリアの『３RS』と
協働レシピ開発、ＪA大分と七瀬柿の共同商品開発、宗麟かぼちゃ
などの大分県ゆかりの野菜や大麦などの地域食材を活用したレシピ
開発を行いました。学生は地域で多くの出会いをいただき、更に、
地域の特色や歴史を学ぶことで、調理技術に加えて将来に繋がる
より深い学びをすることができました。また、地域の皆様に開放
するオープンカレッジでは、温泉水や伝統野菜の活用、特産品で
あるハモ・ブリを使用した料理教室の実施や、食を通した異文化
交流としてハラール料理教室を開催しました。学生は補助員として
参加することで、地域の方々との交流を持つと共に、現場で必要
なノウハウを学ぶことができたのではないでしょうか。この出会い
や経験が、学生それぞれの将来に繋がることを願っています。

　
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）、
第
23
回

お
魚
さ
ば
き
講
座
を
開
催
し
た
。

　
近
年
、「
若
者
の
魚
離
れ
」
が
進
ん
で

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
佐
伯
市
蒲
江

漁
業
青
年
部
連
絡
協
議
会
は
、
様
々
な

魚
食
普
及
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

本
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
8
年

よ
り
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
と

協
働
し
て
「
お
魚
さ
ば
き
講
座
」
を
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
本
学
の
公
開
講
座
と
し
て
も

位
置
づ
け
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

実
施
し
た
。

　
当
日
は
雪
の
中
、
青
年
部
、
公
開

講
座
参
加
者
、
本
学
学
生
他
、
総
勢

約
80
名
の
参
加
者
と
、
報
道
関
係
4
社

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
調
理
が

始
ま
る
と
、
青
年
部
の
講
師
に
習
い

な
が
ら
、
本
学
学
生
、
地
域
の
方
々
協
同

で
、
魚
さ
ば
き
と
調
理
を
行
っ
た
。

別
府
市
か
ら
副
市
長
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

調
理
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

試
食
会
で
本
学
学
生
は
、「
一
人
暮
ら
し

な
の
で
魚
を
食
べ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た

が
、
お
い
し
い
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

社会貢献演習
食物栄養学科

食物栄養学科社会貢献演習では、学生一人ひとりの知識や技能を

地域を担う人材へ！

上
位
入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

　
鮫
島
　
聖
來
「
三
人
娘
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

優
秀
賞

　
清
澤
　
花
音
「
技
を
競
う
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
堀
田
　
林
花
「
元
気
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
藤
原
　
三
月
「
真
剣
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

佳

　
　作

　
那
賀
　
桜
「
G
o 

a
h
e
a
d
!
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
３
年
）

　
玉
田
　
珠
蘭
「
見
つ
め
る
先
に
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
松
原
　
百
江
「
撮
る
人
、
撮
ら
れ
る
人
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
阿
部
　
乃
衣
瑠
「
機
械
の
力
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
児
玉
　
有
希
「
凛
と
し
て
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
本
学
の
「
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
総
合
学
科
」
の
な
か

に
は
デ
ザ
イ
ン
や
写
真

等
、
実
技
を
通
し
て
自
分

だ
け
の
作
品
を
創
造
し

た
り
、
専
門
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
修
得
し
た
り
す
る

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
図
書
館
で
は

「
わ
が
校
自
慢
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
、
自
ら

の
学
校
の
特
徴
的
な
活
動
の
様
子
、
ユ
ニ
ー
ク
な
友
人
、

先
生
の
紹
介
、
校
内
の
美
し
い
風
景
な
ど
の
楽
し
い
作
品

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を

専
門
家
の
目
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
員
の
先
生

の
講
評
に
よ
れ
ば
、「
構
図
と
躍
動
感
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
そ
う
な
学
校
生
活
が
表
現
で
き
て
い
る
。
ま
た
、

題
名
の
付
け
方
が
上
手
く
、
写
真
の
特
色
に
沿
っ
て
い
る

作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
、
20
作
品
を
超
え
る
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
、

第
19
回

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
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イ
ン
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ー
ス
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イ
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20192019201920192019201920192019201920192019201920192019

卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

幼
児
教
育
学
科
　
学
外
研
修

2
0
1
8
年
９
月
28
日（
金
）〜
９
月
29
日（
土
）　
場
所
：
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出

介
護
福
祉
学
科 

学
外
研
修

2
0
1
8
年
９
月
19
日（
水
）　
場
所
：
福
岡
博
多
座

図 書 館 情 報

第11回 わが校自慢コンクール

第
３
回 

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
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別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

大
分
県
別
府
市
亀
川
中
央
町

電
話
代
表
〇
九
七
七
・
六
六
・
〇
二
二
四

こ

ん

ぱ

す

㈱
電
子
印
刷
セ
ン
タ
ー

発

行

写

真

印

刷
本
学
は
今
年
学
園
創
立
73
周
年
を

迎
え
こ
れ
ま
で
ご
支
援
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
新
た
な
一
歩
を

歩
ん
で
き
た
。
今
年
度
は
、
弓
道
部
が

全
日
本
弓
道
女
子
王
座
決
定
戦
で
女
子

団
体
準
優
勝
、
情
報
処
理
検
定
で
は
８
冠

取
得
の
学
生
が
出
る
な
ど
、
輝
か
し
い

成
績
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本
学
で

取
得
し
た
資
格
、
知
識
、
技
術
を
用
い
て

一
歩
、
一
歩
進
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
汗
を
流
し
て
生
き
て
行
っ
て

ほ
し
い
。
本
学
で
の
２
年
間
を
糧
に

さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う
。

あ

と

が

き

キャンパスに咲いた若人の記録キャンパスに咲いた若人の記録
平成31年3月15日　第68号（10）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報

The First Semester　前期

The Second Semester　後期

入学式
オリエンテーション　　　
開学記念オリエンテーリング

就職ガイダンス

姫山祭（学園祭）

第10回読書感想文コンクール　　
前期定期試験　　
幼児教育学科保育園実習(２年次生)　

ライフデザイン総合学科学外実習
食物栄養学科医療秘書実務実習
食物栄養学科給食実習
幼児教育学科保育園・施設実習（２年次生）　
介護福祉学科介護実習（２年次生）

幼児教育学科幼稚園実習
食栄学外研修、幼教学外研修

介護福祉学科ふくし・ふれ愛ひろば
就職ガイダンス
食物栄養学科お弁当コンテスト

幼児教育学科
ミュージックカーニバル

（ホルトホール・ビーコンプラザ）
防災訓練

後期開講
頌徳式
スポーツ大会

卒業式
卒業記念パーティ

ライフデザイン総合学科ファッション
デザインコース ファッションショー
後期閉講
ライフデザイン総合学科グラフィック
デザインコース 卒業制作・学生作品展
幼児教育学科基礎実習（1年次生）

姫山会役員選挙　　
食物学科卒業研究発表会
幼児教育学科卒業研究発表会
介護福祉学科卒業研究発表会
就職ガイダンス
ライフデザイン総合学科
医療情報コース卒業研究発表会
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8
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11

12
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2

3

年間行事　Campus schedule




